
東北学院大学教職員修養会

キリスト者教員研修会　報告書

第 13 号

東北学院大学

巻頭言

2011 年度　第 57 回教職員修養会（震災のため開催せず）

2011 年度　第 16 回キリスト者教員研修会報告	 ････････　3

2011 年度　第 37 回サマー・カレッジ報告	 ･･････････ 19

2011 年度　宗教活動報告	 ････････････････････････ 39

東
北
学
院
大
学
教
職
員
修
養
会
・
キ
リ
ス
ト
者
教
員
研
修
会

　
報
告
集

　
　
　
　
　
第
十
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

東
北
学
院
大
学

･･

････

････



－ 1 －

巻　頭　言

宗教部長　佐々木哲夫

　１　いかに幸いなことか。神に逆らう者の計らいに従って歩まず、罪ある者の道に

とどまらず、傲慢な者と共に座らず、２　主の教えを愛し、その教えを昼も夜も口ず

さむ人。３　その人は流れのほとりに植えられた木。ときが巡り来れば実を結び、葉

もしおれることがない。その人のすることはすべて、繁栄をもたらす。４　神に逆ら

う者はそうではない。彼は風に吹き飛ばされるもみ殻。５　神に逆らう者は裁きに堪

えず、罪ある者は神に従う人の集いに堪えない。６　神に従う人の道を主は知ってい

てくださる。神に逆らう者の道は滅びに至る。（詩編第一篇）

　冒頭に「いかに幸いなことか」と記されている。その指示対象は「神に逆らう者の計らい

に従って歩まず、罪ある者の道にとどまらず、傲慢な者と共に座らず、主の教えを愛し、そ

の教えを昼も夜も口ずさむ人」（一～二節）である。

　

　神に逆らう者とは、神に対して悪意または邪悪さを持って事を企てる者のこと、また、罪

ある者の罪とは的外れを意味し、神という目標から外れて生きている者のこと、傲慢な者と

はあざける者のことで、三つの姿は渾然一体となって神に逆らう者の姿を描き出している。

対照的に神に従う者は、そのような生き方と一線を画すだけでなく、むしろ、主の教えを愛し、

その教えを昼も夜も口ずさむというのだ。

　そのような生き方が招く結果も言及されている。「風に吹き飛ばされるもみ殻。裁きに堪え

ず、神に従う人の集いに堪えない」（四～五節）であり、「流れのほとりに植えられた木。と

きが巡り来れば実を結び、葉もしおれることがない。その人のすることはすべて、繁栄をも

たらす」（三節）というのである。

　詩編第一編から教えられることの一つは、日常をどう生きるかということだ。日常は、平

凡でつまらないものの繰り返しではなく、主の教えを愛し、その教えを昼も夜も口ずさむな

らば、流れのほとりに植えられた木のように実を結ぶのである。特に、東日本大震災で亡くなっ

た多くの犠牲者たちのことを思うとき、彼らが望んでも生きることのできない日常に私たち
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は今生かされていることに気がつかされる。私たちが作りだし、体験し、苦悩している日常は、

永遠に向かって作り、体験し、苦悩しているものなのである。

　私たちは、東北学院大学が流れのほとりにある教育機関であることを知るものとしてその

働きに参与したいと思う。本報告書が東北学院大学の歩みに貢献することを願っている。
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キリスト者教員研修会報告【発題資料１】

主題講演「東北学院建学の精神を今に活かす」

理事長　平河内健治

１．はじめに

今回発題をさせていただけることになり、感謝いたします。今回は、めずらしくも、私

の方からお話をしてもいいですよと伝えていたものですから、実現できたことは大変有難

いという感じはあるのですが、生来臆病者でもありますので、負担と不安をも感じており

ます。しかし、本日は、キリスト者として東北学院に奉職する者の使命感というものを土

台にして、建学の精神を今に活かす施策に何が考えられるかという、いわば、私の夢と言

えるものを、勇気を奮って皆さんに披瀝し、東日本大震災後の東北学院の復興計画の一端

としていただければ幸いであります。

話の順序としては、東北学院建学の精神を、震災を経て、私自身がどのように受け止め

ているかを、特に、今年になって、中高・大学・榴ケ岡の礼拝で与えられた御言葉を通し

て学んだことを先ずお伝えし、次に、星宮学長の下、暗黙の内に前提となってきた東北学

院大学の将来に関するビジョンとキャッチ・フレーズとしてしばしば言及される「日本で最

も若者の心を育てる大学」を具現化する具体的施策について、学校運営という観点から考察

してみたいと思います。

震災後のＡＣジャパンのコマーシャルで話題になった言葉に「＜こころ＞はだれにも見え

ない　けれど＜こころづかい＞は見える」と「＜思い＞は見えない　けれど＜思いやり＞は

だれにでも見える」というものがあります。これは宮澤章二という詩人の「行為の意味」とい

う題の詩からの引用であります。全文は次のようなものです。１）

　（１）　──あなたの＜こころ＞はどんな形ですか

　　　　と　ひとに聞かれても答えようがない

　　　　自分にも他人にも＜こころ＞は見えない

　　　　けれど　ほんとうに見えないのであろうか

　　　　確かに＜こころ＞はだれにも見えない

　　　　けれど＜こころづかい＞は見えるのだ

　　　　それは　人に対する積極的な行為だから
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　　　　同じように胸の中の＜思い＞は見えない

　　　　けれど＜思いやり＞はだれにでも見える

　　　　それも人に対する積極的な行為なのだから

　　　　あたたかい心が　あたたかい行為になり

　　　　やさしい思いが　やさしい行為になるとき

　　　　＜心＞も＜思い＞も　初めて美しく生きる

　　　　──それは　人が人として生きることだ

詩人宮澤章二は 2005 年３月 11 日に 85 歳で亡くなっていますが、この詩人は全国の小

中高約 300 校の校歌を作詞し、30 年間に渡り埼玉県の中学生のために、ある教育関係の

出版社が毎月発行している冊子に、一遍の詩を贈り続けたそうで、上記の詩はそのうちの

一遍のようであります。

東北学院の建学の精神は、＜こころ＞でもあり＜思い＞でもあります。私たちが生きる

のに神様から求められている「ふさわしいこころ」と「ふさわしい思い」であります。これら

が「こころづかい」として「おもいやり」として「見える化」され、行為化される時に建学の精

神は美しく生き、私たちも人として生きることが可能となります。具現化の基本は『東北学

院規程集』の巻頭に示された理事会宣言にある毎日の礼拝であり、正課としての聖書に関す

る授業であることは当然のことではありますが、これらのみに限定すると、キリスト者の

非合理的な特権意識への誘惑に陥る危険があります。「教える」という上からの目線になり

がちだからであります。キリスト者であろうとなかろうと学校構成員が協力し合って、学

校運営全体としてその具現化を目指さなければならないことは言うまでもありません。

「東北学院の建学の精神をどう今に活かすか」ということは建学の精神の「見える化」と「行

為化」に他ならないので、これらについて、本日は特に学校運営の観点からお話をさせてい

ただきたいと思います。

その話の前提となる東北学院建学の精神や学院スピリットである３Ｌ精神を、御言葉を

通して確認する作業を先ずしてみたいと思います。

２．ＬＩＦＥ、ＬＩＧＨＴ、ＬＯＶＥとはイエス・キリストご自身

今年 2012 年１月 23 日（月）の東北学院中学・高等学校の朝の礼拝で与えられた御言葉

は（２）に示した新約聖書ヨハネによる福音書第 12 章 27 節から 36 節 a まででした。これ

についての学びを中高礼拝でお話をし、同じ日の土樋キャンパス大学礼拝と３年生最後の
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礼拝となる１月 26 日（木）の榴ケ岡高等学校礼拝においても、聖書の箇所は奨励者に選ん

で欲しいとのことでしたので、中高で与えられた同じ箇所からの同様の学びを伝えました。

（２）　27「今、わたしは心騒ぐ。何と言おうか。『父よ、わたしをこの時から救ってください』

と言おうか。しかし、わたしはまさにこの時のために来たのだ。 28父よ、御名の栄光

を現わしてください。」すると、天から声が聞こえた。「わたしは既に栄光を現わした。

再び栄光を現わそう。」　29そばにいた群衆は、これを聞いて、「雷が鳴った」と言い、

ほかの者たちは、「天使がこの人に話しかけたのだ」と言った。 30イエスは答えて言わ

れた。「この声が聞こえたのは、わたしのためではなく、あなたがたのためだ。 31今

こそ、この世が裁かれる時。今、この世の支配者が追放される。 32わたしは地上から

上げられるとき、すべての人を自分のもとへ引き寄せよう。」　33イエスは、御自分

がどのような死を遂げるかを示そうとしてこう言われたのである。34すると、群衆は

言葉を返した。「わたしたちは律法によって、メシアは永遠にいつもおられると聞い

ていました。それなのに、人の子は上げられなければならない、とどうして言われ

るのですか。その『人の子』とはだれのことですか。」 35イエスは言われた。「光は、い

ましばらく、あなたがたの間にある。暗闇に追いつかれないように、光のあるうち

に歩きなさい。暗闇の中を歩く者は、自分がどこへ行くのか分からない。 36光の子と

なるために、光のあるうちに、光を信じなさい。」（ヨハネ 12：27 ～ 36）

1 月 23 日（月）の大学土樋キャンパス礼拝にご出席の何人かの方々には重複した話で申し

訳ありませんが、「３Ｌとはイエス・キリストご自身である」という観点からもう一度お聞

きいただければと思います。

ここに記されているのはイエスの昇天についてのお話です。ここで、イエスは無実の罪

で裁判にかけられ死刑となることを覚悟しておりました。むしろ、それによって人々の罪

が贖われ、罪の赦しを受け、私心や我欲の囚われから救われ、永遠のいのちを得るように

することがご自身のこの世に遣わされた使命であることを承知しておりました。イエスは

ご自分の死について「わたしはまさにこの時のために来たのだ。父よ、御名の栄光を現わし

て下さい。」と祈ります。すると、「わたしは既に栄光を現わした。再び栄光を現そう。」と天

から声が聞こえてきます。

「神の栄光を現わす」というのは自分の生涯がどのようなものであれ、神に導かれ神に祝

福されたものであることがすでに示されており、そのことを示そうとするということであ

ります。生涯が短かろうと長かろうと、病苦があろうとなかろうと、それが多かろうと少
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なかろうと、どのような生き方、死に方をしようとも、死までの生は神の導きに従った、

少なくとも従おうとした恵みの生活であるという信仰であります。神を指し示す意味ある

生き方、死に方があることを言います。

愛する者の死も、私たちに何らかの学びや恵みを与えてくれたが故に意味ある死であ

り、そこに神の栄光が現われます。妙な言い方かもしれませんが、私たちはいつでも安心

して死んでいける存在であります。神様が現にいることを指し示すことができるからとい

うのです。心がけ次第で大いに実現可能なことです。エリザベス　キュープラー・ロスと

いう精神科医の『死の瞬間』（中公文庫）や同じく精神科医のフランクルの『それでも人生に

イエスと言う』（春秋社）などの著書の中でも示されています。２）しかも、現に今生きてい

る者は死者とも対話できる存在であり、死者から学ぶことができることは、死者は今現に

生きている者とともにあることを意味します。それ故にこそ、死者の追悼をし、鎮魂と復

興を祈る「東北学院東日本大震災追悼礼拝」（2012 年３月 11 日（日）の午後に予定）は意味

を持ちます。死者は生きていると言えます。

28 節にある天からの声は、ある人には雷の単なる轟
とどろ

き、ある人にはイエスに向けられた

天使の声と聞こえます。しかし、イエスは「この声が聞こえたのは、わたしのためでなく、

あなたがたのためだ」と、あなたがたに関係ない声ではなく、むしろ、あなたがたに向けら

れたメッセージだと言うのです。

イエスの「御名の栄光を現わしてください」という祈りは神の子イエスが人間イエスとし

て死を目前にしての人間的な心の動揺から発せられたものともみられますが、むしろ、自

身の死の意味が人々に伝わるかどうかの瀬戸際においての「自分の死の意味が伝わりますよ

うに」という切なる祈りでありました。自分の死に神の栄光が現われますようにとの祈りで

ありました。神は「わたしは既に栄光を現わした。再び栄光を現わそう」と応答します。

一方、人々は、メシアは永遠にいつもおられるはずなのに、この世から姿を消してしま

う「人の子」には半信半疑の想いがあります。イエスは「光は、いましばらく、あなたがたの

間にある。暗闇に追いつかれないように、光のあるうちに歩きなさい。暗闇の中を歩く者

は、自分がどこへ行くのか分からない。光の子となるために、光のあるうちに、光を信じ

なさい。」と強く信仰を促します。

イエスはこの世に遣わされた光であり、その光の子となるためには、人の子が生きてい

る内に、暗闇である悪魔の誘惑に追いつかれ取り付かれる前に光であるイエスを信じるよ

う人間への愛を込めて奨めています。そのことによって、イエスが上にあげられた後も、

人々がこの世で生涯を終えても昇天したイエスと共に永遠の命を保てることを約束します。

まさに、キリストは私たちにとってＬＩＦＥ（命）であり、ＬＩＧＨＴ（光）であり、ＬＯＶＥ

（愛）であります。３Ｌとはキリストを指します。また、３Ｌとはキリストと共にある私た
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ちでもあります。キリストの愛によって日々甦り、隣人への愛の奉仕をし、人々に希望を

与える神の栄光が現われている存在であります。

３．離反することが見通されているリーダーとしての私たち

しかしながら、そのような神の栄光が現われている存在でありながら、私たちは神様か

ら離反してしまう存在でもあります。折角光であるイエス・キリストに照らされて、光の

子として歩み得る存在であるにもかかわらず、キリストの傍に余りに近く居るが故に、か

えって、キリストが光であることに無関心となってしまいます。このことは（３）に記して

ある新約聖書マタイによる福音書第 26 章 31 節から 35 節のところから学ぶことができま

す。これは本日の朝の榴ケ岡高等学校の礼拝で与えられた御言葉です。

（３）　31そのとき、イエスは弟子たちに言われた。「今夜、あなたがたは皆わたしにつまず

く。『わたしは羊飼いを打つ。すると、羊の群れは散ってしまう』と書いてあるからだ。
32しかし、わたしは復活した後、あなたがたより先にガリラヤへ行く。」 33するとペテ

ロが、「たとえ、みんながあなたにつまずいてもわたしは決してつまずきません」と

言った。 34イエスは言われた。「はっきり言っておく。あなたは今夜、鶏が鳴く前に、

三度わたしのことを知らないと言うだろう。」 35ペテロは「たとえ、ご一緒に死ななけ

ればならなくなっても、あなたのことを知らないなどとは決して申しません」と言っ

た。弟子たちも皆、同じように言った。（マタイ 26：31 ～ 35）

ここでイエスは十字架につけられ死に赴く前に、ユダの裏切りのみならず、他の愛する

弟子たちも最後には自分から離反することを予告します。自分は一番弟子と考えていたペ

テロは「みんながつまずいても、私だけは決してつまずきません」と宣言します。これに対

して、イエスは夜が明ける前に三度もイエスのことは知らないとペテロは言うだろうと述

べます。

ペテロは「ご一緒に死ななければならなくなったとしても、あなたのことを知らないなど

と決して申しません」と応答します。他の弟子たちも同調します。結果的には裏切ることに

なることを知っている私たちにとっては、このやりとりはこっけいにも見えてきます。「た

とえ死んでも先生とは一緒です」と一人が述べ、他の一同が、「そうだ、そうだ、その通り」

と一斉に声を挙げ、先生に嫌われないよう一所懸命先生に取り入っている姿にも見えてく

るからです。

イエスは愛する者たちの裏切りを見通しておりました。このような者のためにこそ自分

の死が意味をもつことを見通していたのです。私たちはイエスを愛しているのもかかわら
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ず、命の危険に会うと、簡単に関わりを捨て、神を裏切る存在です。

しかし、同時に、イエスは、私たちがこのような存在であるにもかかわらず、イエスに

立ち返ることも見通しておりました。実際イエスは 32 節に予告されている通り、復活し

た後にガリラヤに姿を現わし、弟子たちの信仰を復活させ、ペテロはイエスを頭とする教

会を作り、殉教の死を遂げたといわれます。

弟子達は裏切るというイエスの見通しと、後に立ち返るというイエスの見通しは、31 節

に引用されている預言者ザカリアの言葉である「わたしは羊飼いを打つ。すると、羊の群れ

は散ってしまう」というところにも示されています。これだけでは十分理解しがたいので、

（４）に示したザカリア書の 13 章 7 節から 9 節（旧約聖書 1493 ページ）までを読んでみま

しょう。

（４）　７剣よ、起きよ、わたしの羊飼いに立ち向かえ

　　　わたしの同僚であった男に立ち向かえと

　　　万軍の主は言われる。

　　　羊飼いを撃て、羊の群れは散らされるがよい。

　　　わたしは、また手を返して小さいものを撃つ。

　　　８この地のどこでもこうなる、と主は言われる。

　　　三分の二は死に絶え、三分の一が残る。

　　　９この三分の一をわたしは火に入れ

　　　銀を精錬するように精錬し

　　　金を試すように試す。

　　　彼がわが名を呼べば、わたしは彼に答え

　　　「彼こそわたしの民」と言い

　　　彼は、『主こそわたしの神』と答えるだろう。

ここにはすべての羊飼い、すなわち、すべての指導者が即
そく

神の道を伝える人であるとは

限らないことが記されていると思います。指導者の三分の二は万軍の主に撃たれ、死に絶

え、三分の一が残るとあります。神の試練を受けても三分の一しかよき指導者にはならな

いというのです。神はこの三分の一を「火に入れ、銀を精錬するように精錬し、金を試すよ

うに試す」と言っています。イエスの十字架上の死という試練、そこからの関わりから逃げ

ようとする悪魔の誘惑に会う時に、神の愛の徴であるイエスの復活の信仰に立ち返る者が

必ず何人かいるという見通しをイエスは持っていたのです。

そのような指導者とは一体どのような人を言うのでしょうか？一人一人がイエスの弟子
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である私たちも、言わば、東北学院共同体に神の国を建設し、神様の道を伝える伝道とい

う使命をもった指導者・リーダーであります。すでに『東北学院時報』の１月号の理事長年

頭所感で述べている通り、人間関係での権力欲や名誉欲を超えて、小さい者を愛し（ルカ９

章 48 節参照）、仕える（ルカ 22 章 26 節参照）人であります。これについては『大学礼拝説

教集』３）にも掲載していただくことになっております。また、弟子たちの足を洗ってくだ

さったイエス・キリスト（ヨハネ 13 章５節参照）にその具体をみることができます。ルカ

14 章 33 節の「自分の持ち物を一切捨てないならば、あなたがたのだれ一人としてわたし

の弟子ではありえない」というイエスの言葉によって、弟子としての条件として、「己を捨

てる」ということが求められています。これらはまさにイエスご自身の生と死でありました。

このように、イエスに倣う生き方こそが私たちリーダーに求められている生き方であり

ます。指導者としての生き方はイエス・キリストの生涯に「見える化」されています。この

ような生き方を教育研究共同体であり、宣教共同体でもある東北学院の学校運営にあては

めると、どのようになるかを次に考えてみたいと思います。

４．建学の精神の見える化

東北学院大学の将来ヴィジョンとして、暗黙のうちに了解されているものがあります。

例えば、（５）に示した平成 19（2007）年 5 月 28 日付で「東北学院大学の将来計画につい

て（東北大学片平丁の南地区の購入を前提としての検討）」という星宮望大学長から当時の大

学長期計画委員会大塚浩司委員長に宛てた諮問書の中に [ 参考事項─Ｃ ] として添付され

た「東北学院大学の将来に関する学長としてのビジョン」にも反映されています。大学長期

委員会内と理事会長期委員会と常務理事会内のみに開示され大学内には一般公開されてい

ないのでここでは星宮先生に許可を得て掲載してあります。

（５）１．建学の精神を継承・発展させる

　　　　　　・福音主義キリスト教に立脚した人格教育

　　　　　　・大学礼拝の重視とキリストの福音の伝承

　　２．国際的な視野で地域貢献でき、急激に変化する時代を生き抜くことのできる能

　　　　　力のある人材を育てる

　　　　　　・思想、芸術などの分野における人類の知的資産を理解し、それらに裏付

　　　　　　　　けられた国際通用性のあるセンスを涵養

　　　　　　・自己判断力の涵養に必要な教養教育の重視

　　　　　　・外国語によるコミュニケーション能力の涵養
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　　３．特色ある研究╱教育体制を整備して独自性のある教育を提供する

　　　　　　・研究実績のあるグループの研究の推進をはかる

　　　　　　・多くの人材を輩出している分野における社会人再教育を充実

　　　　　　・中高大の一貫教育での特徴ある成果を期待

　　　以上をまとめると、

東北学院大学は、今後とも、教養教育重視型の大学として人格形成への取り組

みを重視し、社会へ貢献できる能力と気力を有する人材を育成することを最重要

事項として取り組んで、『日本で最も若者の心を育てる大学』としての存在意義を

主張していきたい。

（平成 19 年 5 月 28 日付星宮望東北学院大学長より大塚浩司長期計画委員会委員

長宛ての「[ 諮問 ] 東北学院大学の将来計画について」添付資料：「東北学院大学の

将来に関する学長としてのビジョン」）

ところで、平成 17（2005）年 1 月 28 日に中央教育審議会は「我が国の高等教育の将来像」

を答申し、第 2 章の「新時代における高等教育の全体像」第 3 節「高等教育の多様な機能と

個性・特色の明確化」の中の（２）として、「大学の機能別分化」を提案しています。（６）に示

しました。これらを併有する大学であっても、その比重の置き方を明確化することが求め

られました。

（６）　①　世界的研究・教育拠点

　　　②　高度専門職業人養成

　　　③　幅広い職業人養成

　　　④　総合的教養教育

　　　⑤　特定の専門的分野（芸術、体育等）の教育・研究

　　　⑥　地域の生涯学習機会の拠点

　　　⑦　社会貢献機能 ( 地域貢献、産学官連携、国際交流等 )

上記（５）に記した「東北学院大学の将来に関する学長としてのビジョン」の２と「まとめ」

の部分から、東北学院大学の機能の特性・特色を見出すことができます。（６）の ④の「総

合的教養教育」と（６）の ⑦ の「社会貢献機能」となります。（５）の１の「建学の精神の継承・

発展」は私立学校としての根幹であり、東北学院創立者の一人であるウイリアム・Ｅ・ホー
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イが明治 25（1892）年の東北学院開院式で強調した「キリスト教に基づくリベラル・アー

ツ教育」のビジョンは、（５）の１と２に受け継がれています。また、（５）の３の「独自の研

究」は大学の教育が学術研究に基礎をおくことを考慮すれば、当然のことであります。この

ようにして、東北学院大学は私立の高等教育機関としての使命を社会的要請に応えながら

果たそうとしております。

しかしながら、（５）の１は、「はじめに」でも述べた通り、単独に独立しているものでは

なく、学校運営全体に反映されるべきものであります。さらに付け加えるならば、東北学

院大学は地域に開かれてきた大学であり、地域での同窓生の社会的活動に顕著なものがあ

ります。大学キャンパスは地域への広がりをもっています。地域の学習共同体が大学であ

ります。私はこのような学習共同体の運営の原則として三つのことを繰り返し述べてまい

りました。持続性、適切性、妥当性の三つであります。学校運営上の「持続性」とは多文化

の尊重と自由・平等・博愛等の普遍的価値観の継承と会計学上はゴーイング・コンサーン

であります。「適切性」とは、ルールに従っているかどうかのコンプライアンスと運営行為

の記述的な正確さであります。「妥当性」とはルールそのものが説明的妥当性をもつかどう

かや内部統制であります。これら三つの運営原則を支配しているのが「建学の精神」という

尺度であります。この観点からの対話が学内外に継続するのが私どもの使命でもあります。

このような学校運営上の観点から大学ビジョンの具体化や建学の精神の「見える化」を考

えた時に、東北学院大学がその大学としてのプレゼンスを高め、今の時代に養成される価

値観を伝え、その価値を備えた人材を育成するための学校運営上の施策として次の（７）が

考えられます。これは昨年 9 月の公認会計士のヒアリングを前にして、星宮学長のビジョ

ンに添って理事会が後押しできる施策はあるか、特に、キリスト教大学としての特色（ブラ

ンド）をアピールする具体的施策があるかどうかを探った私自身の私的メモにあるものであ

ります。私個人としては今も是非実現させたいものばかりであります。

　（７）　１．LIFE、LIGHT、LOVE の LED 広告灯を土樋キャンパスに掲げる

　　　　２．土樋と泉の礼拝堂ステンド・グラスの維持

　　　　３．シップル館（旧デフォレスト館）の保存

　　　　４．学生アルバイト斡旋の NPO 法人「労働会」の設立

　　　　５、青根遊休地の利用について学生に公募し、起業体験をさせる

　　　　６．宣教師的働きをする英語教師を大学所属契約講師として雇用し、大学だけ

　　　　　　　でなく法人各設置校の英語教育に寄与してもらう

　　　　７．工学部にチャプレンを配し、工学部礼拝堂を幼稚園保護者卒園児の伝道を

　　　　　　　目的に日曜礼拝教会として開放
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（７）の１から３はすべて建学の精神の視覚的なシンボルであり、まさに、「見える化」で

あります。すでに、東北学院発祥の地である仙建工業ビル前に記念碑を建て、ビル一階を

借りてサテライト・ステーションを開所して地域との学習共同体のエクステンション的役

割を開始したところであり、また、東北学院中高跡地には３Ｌの碑を建て、東北学院の歴

史の足跡を残したところですが、旧南六軒丁の土樋キャンパスは現に今建学の精神を発揮

する現有地であり、特に、中高や榴ヶ岡に比して、大学では３Ｌの影は薄いので、キリス

トを示す３Ｌの広告灯を燈したいというのが、私の希望であります。

ステンド・グラスは視覚的な物語であります。絵によって物語ることは文字によって物

語る以上の記憶上の効果がある場合があります。先月訪れたランカスター神学校では、そ

のチャペルのステンド・グラスの一枚一枚の説明を受けましたが、そこにある一つ一つの

物語は印象深いものでした。その中の一枚には神社の鳥居が描かれ驚きましたが、宣教師

の世界への派遣を示す一枚でした。

３のシップル館はこれから「旧デフォレスト館」と呼ぶことにしましたが、米国宣教師の

働きとキリスト教文化交流のシンボルとして保存することは法人長期委員会で決定し、文

化財としての登録も視野に入れて保存を検討していただいているところであります。明治

学院の旧宣教師館のイーブリー館よりも一年古い建物です。実現できる見込みがあり、嬉

しく思っているものです。

（７）の４は学生が在学中に働く体験を提供することによって社会への関心を深め仕事の

意義と人間としての生きがいを感じるよう手伝うことが何かできないかという発想のもと

考えたものです。現在アルバイト委員会というものがありますが、もっと積極的に大学が

関われないかという発想です。労働会という組織をかつて運営し、働きながら学ぶ学生の

援助をしたという伝統の復活であります。

（７）の５の青根遊休地というのは青根セミナー・ハウスという合宿所の跡地ですが、今

は更地になっているところです。私自身は教職員のいわゆる Kleine Garten とか学生・生徒・

教職員・同窓生の食教育のための畑などの利用など同窓生でもある川崎町長始めとする地

域の方々との協力で、何か東北学院関係者のみならず地域のための公共的目的をもった利

用の仕方はないものかと考えているものですが、今回は柴田副学長からの提案を入れまし

た。ハーブ栽培の部活もあると聞いています。七ヶ浜町の高山にも遊休土地がありますが、

七ヶ浜町に高台移転の復興計画があり、何らかの協力ができれば、これもまた建学の精神

を今に活かす取り組みとなることが期待されます。

（７）の６と７が私の特に今日強調したいところです。私が留学させていただいた 1969

年はヴェトナム戦争も終結し、日本が経済大国となり、米国の教会は日本への宣教師派遣

を縮小し始めた頃で、私が米国の UCBWM （United Church Board for World Ministries） か
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ら奨学金を得た時は、Student Missionary と呼ばれ、これからは日本が宣教師を派遣する

時代になったと言われました。しかし、日本の教会はキリスト教学校と切り離されてはそ

の勢力の拡大は困難を極めているのが実情です。十分分析はしておりませんが、日本への

キリスト教伝道は近代教育の実りの摂取と宣教のバーター取引によって現在の教勢を保っ

ています。

また、今はリンガフランカの役割をしている英語の力をつけ国際的に活躍できる人材を

養成しなければなりません。工学部応用物理学科同窓生の札幌琴似工業高等学校の高橋桂

子教諭は WRO の大会を目指す生徒の指導をしているとのことですが、大会の公用言語は

英語なので、生徒とともに英会話の勉強を始めたと先週土曜日の北海道教職員 TG 会発足

総会でおっしゃっておりましたが、それだけのニーズがあるわけです。かつて誇りにした

「英語の学院」を復活させる近道は外国人英語クリスチャン教師と接触させるのが近道です。

東北学院の建学の精神のルーツであるランカスター神学校のリッチ学長とメールでの遣り

取りができるようになったので、是非進めたいと思っています。

（７）の７については、折角、園保護者が、幼児教育によって育てられた神に近づこうと

する子ども達の清らかな心を感じ取りそこから学んだ東北学院建学の精神をブラッシアッ

プする機会や子ども達の神を求める気持ちをファロウアップする機会である次の成長過程

を大事にしたいという思いがあります。チャプレンという形でなくともこの責任をもてる

牧者が必要とされると思います。

５．おわりに

最後に、志願者が昨年今年と減少している東北学院大学に希望はあるのかという話をし

て、発題を終わりたいと思います。勿論これは私がすでに平成 24 年度予算方針まえがき

の中でも言及していますが、震災で話題になった「正常性バイアス」というものを認識した

危機意識というものを前提にした上でのものです。（８）に示しました。全体は 3 月 2 日の

理事会に提案されるものです。

（８）　　東北学院は、キリスト教を拠り所とする建学の精神である ３Ｌ（ＬＩＦＥ、

ＬＩＧＨＴ、ＬＯＶＥ）の学院スピリットに基づいて、世界の平和と人類の福祉に寄

与できる人材の育成と人格の陶冶に努め、この建学の精神と価値観を共有する地域

社会と学習共同体を形成することによって、社会貢献と地域の活性化に奉仕する教

育・研究を展開し、国内外に幾多の地の塩・世の光としての優れた人材を輩出して

まいりました。

　　　　本学院のこの教育事業を持続的に発展させるには、何よりも財政基盤の強化と財
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政の安定化、特に支出超過部門の改善が急務であります。そのためには、先ず教育

内容の質の向上によって、社会的な評価と信頼性を確保し、多くの学生生徒児童に

選ばれる学校にしなければなりません。また、中学校・高等学校、榴ケ岡高等学校、

幼稚園では人件費の抑制に努め、消費収入の均衡を図り、大学は補助金の制約に柔

軟に対処する等、基本的には中期財政フレームに基づいた予算編成をする必要があ

ります。東北大学片平校地南地区の土地全面取得については、震災の影響による東

北大学の都合によって変更せざるを得なくなりましたが、一部は取得可能となった

ため、総合キャンパス整備計画の中で基本金組入れは維持いたします。無駄を徹底

して排除し、経費の節約・削減に努め、学納金収入のみならず、確実な収入の確保

に努めることは当然のことであります。

　　　　平成 18 年に約 60 年ぶりに教育基本法が改正され、人格の完成と個人の尊厳とい

う旧法の趣旨に沿いながらも、新しい時代に向けた国の教育基本理念が示され、平

成 20 年 4 月には今後 5 年間の具体的な教育の振興計画が明示されました。私学振

興が謳われているとは言え、少子化等の影響により、今日の私学を取り巻く社会経

済環境と政治風土は厳しく、国公立と私学そして私学同士の生き残りを賭けた競争

は熾烈を極めております。

　　　　これに加え、3・11 東日本大震災からの復旧・復興という大きな課題を新たに負

うことになりました。地域の復旧・復興のために、人的・物的資源の積極的活用を

図るとともに、被災学生への経済的支援は継続的に行なう必要があります。不幸な

被災結果を招いた一因として正常性バイアス（normalcy bias）（「自分は大丈夫だ」と

いう心理状態）が話題になりましたが、財政運営においても、常に危機意識をもち

「正常性バイアス」を脱して、強固な「自立心」を以って難局に立ち向かう必要があり

ます。

私が「希望」というのは、隣接した東北大学片平校地南地区の土地取得に関係します。す

でにお知らせした通り、一時震災の影響で東北大側の一方的都合から白紙撤回された土地

交渉は、震災からの復旧・復興計画が進展する中で、一部の購入が可能となりました。当

初の七分の一という狭い範囲になったのは残念ではありますが、東北学院大学にとって二

つの大きな意味を持ちます。一つは、片平南地区土地売却が他のライバル校への売却の可

能性はほぼなくなったことと、もう一つは東北学院大学の将来計画を具体的に描くことが

できるようになったことです。希望があります。

今土樋キャンパスは、狭隘なキャンパスであることと老朽化した建物の不適格建物を有

しているので建て替えも困難という二つの課題を抱えています。土地のゆとりができれば、
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これらは一気に解決します。同一学部同一キャンパスの一部実現も考えられます。多賀城

キャンパスも老朽化した建物を抱えています。隣接・近接土地の購入によって、新たな総

合的な大学キャンパス構想計画が可能になります。受験生や地域に魅力あるキャンパスと

より便利なキャンパス・アクセスを提供できる希望があります。希望をもって教育と宣教

の使命を果たして行きたいと願っております。４）

このような使命感へと私を突き動かしているのは、先達たちの信仰の言葉や人間信頼の

言葉であります。いくつか引用して共有できることを願い、発題の結びとしたいと思いま

す。

（９）　ローマの信徒への手紙、第 5 章 3 － 5 節

　　　　３そればかりでなく、苦難をも誇りとします。わたしたちは知っているのです。苦

難は忍耐を、４忍耐は練達を、練達は希望を生むということを。 ５希望はわたしたち

を欺くことはありません。わたしたちに与えられた聖霊によって、神の愛がわたし

たちの心に注がれているからです。

（10）　『老子』第 5 章

　　　　天地不仁、万物を以て蒭狗と為す。聖人は不仁、百姓を以て蒭狗と為す。

      　　（Heaven and earth is impartial;

      　　They see the ten thousand things as straw dogs.

      　　The wise are impartial;

      　　They see the people as straw dogs.）　　　　

      　　（Universe is impartial and without self. It treats all things equally. It treats all things 

like sacrificial straw dogs, showing neither like nor dislike for them. A sage is also 

impartial and without self, treating all the subjects like straw dogs to whom he 

shows neither like or dislike. All are equal in his eyes.）

（11）　『老子』第 58 章

　　　禍は福の倚る所。福は禍の伏す所。たれかその極を知らん。

　　（Happiness is rooted in misery.

　　Misery lurks beneath happiness.

　　Who knows what the future holds?）

　　（What one regards as calamity is often fortune under disguise. What one regards as 

　　　fortune is often a cause of calamity. Who knows what the final outcome will be.）
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（12）　コヘレトの言葉、第 1 章 2 節

　　　コヘレトは言う。

　　　なんという空しさ

　　　なんという空しさ、すべてはむなしい。

　　　Vanity of vanities, saith the Preacher, vanity of vanities; all is vanity.

（９）は多くの方が座右の銘としているものです。私自身には、高校 2 年の時に肺結核で

1 年 3 ヶ月入院自宅療養をし、高校を休学した時に与えられた励ましの御言葉です。震災

後は尚一層私を勇気付けているものです。

（10）は昨年 8 月のキリスト教学校同盟東北北海道地区大学部門研究会発題の中でも引用

したものです。英文翻訳が意味解釈となり得るので、異なった翻訳二種類をつけ加えてお

きました。（11）も同じく『老子』からの引用で、ここにも英文翻訳を二つつけました。私に

は、これら（10）と（11）は（12）の御言葉に対応していると思えます。

今ある「あるがまま」を受容して、神への信頼の祈りを今ほど求められている時代はない

と思います。希望は消極的なマイナスの「呪い」の祈りからではなく、積極的なポジティヴ

な「祝い」の祈りから生まれるものと信じております。「ダメだ」「ダメだ」と言っても駄目で、

「ダイジョウブ、ダイジョウブ」と自らを慰撫していても駄目で、「あるがまま」を受容する

ことであります。老子の言葉によれば、「聖人は不仁、百姓を以て蒭狗と為す」であり、「禍

は福の倚る所。福は禍の伏す所」であります。そして、それは「空の空、空の空、一切は空」

でもあります。一切を神に委ね、「無」や「虚」、「無心」からの出発であります。ここを出発

点として「あたたかい心があたたかい行為になり」「やさしい思いがやさしい行為になり」、

心も思いも初めて美しく生き、そこで人が人として生きることができるようになることか

ら、希望が生まれると私は信じております。言行一致の幸せ感がここに生まれます。

建学の精神としての「思い」や「心」、或いは、未だ言葉に留まっているものを「見える化」

し「具体化」することについて今考えていることの一端を紹介させていただきました。

御清聴有難うございました。

注

１）  　宮澤章二、『行為の意味─青春前期のきみたちに』、株式会社ごま書房新社、2010。

　　これを宮澤賢治作と、東北学院大学 2011 年『大学礼拝』クリスマス特集号チャペルニュース第

119 号「私がさびしいときに」の中で紹介してしまいましたが、誤りです。訂正し、お詫びいたし

ます。
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２）　E・キュープラー・ロス、『死ぬ瞬間─死とその過程について』、中公文庫、2001。

　　　　　　　　　  　『死、それは成長の最終段階─続死ぬ瞬間』、中公文庫、2001。

　　V・E・フランクル、『それでも人生にイエスと言う』、春秋社、1993。

３）　 東北学院大学、『大学礼拝説教集第 16 号』、アクトジャパン、2012。

４）　 以下の結びについては、当日、時間の制約から、はしょった部分でありますが、発題の後の質

疑応答で伝えたものでもあるので、準備していた草稿そのままに掲載させていただきました。
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第 36 回　サマー・カレッジϓϩάϥϜ　ߨԋᶗ

ʮ東北学院大学の災֐ϘϥンςΟア活動΁のऔΓ૊Έʯ
－東北学院大学災֐ϘϥンςΟアスςーγϣンのମ͔ݧΒ－

学Պ　Ѩ部　ॏथࡁܦੜ社会ڞ　

１．はじめに

प஌のΑ͏ʹɺ東日ຊ大震災͔Βの෮ڵɺ෮چʹ͸ଟ༷ͳڞॿの૊৫・ஂମ͕ؔΘͬͯ

͖ͯいΔɻͦ͏͠たதͰɺ東日ຊ大震災ʹ͓͚Δ災֐ϘϥンςΟアの活動ͱݙߩʹͭいͯ

΋大͖͘ධՁ͞Ε͖ͯͯいΔͱ͜ΖͰ͋Ζ͏ɻͦのՌた͖ͯ͠た໾ׂͱଘࡏʹͭいͯ͸ɺ

͋Δਓ々のදݱΛआΓΕ͹ɺͦΕ͸ʮϘϥンςΟア・όϒϧʯͱ΋言ΘΕΔ΄Ͳʹɺ大͖ͳ

΋の͕͋ͬたɻ大学ੜΛத৺ͱ͢Δ学ੜϘϥンςΟア΋·たɺಛʹ東日ຊ大震災発災௚ޙ

のॳظの෮چաఔʹ͓いͯ͸ಛච͞ΕΔ΂͖活༂Λݟせͯ͘Εたɻ

震災発災͔ޙΒ̑月の大ܕ࿈͚͋໌ٳたΓ·Ͱɺ஗͘ͱ΋̑月のத०ࠒ·Ͱの災֐Ϙϥ

ンςΟア͕ରԠ͠たχーζͱͯ͠ɺ大͖ͳ௡೾ඃ͕ͬ͋֐た஍ҬΛத৺ͱ͠ͳ͕Βɺנ᛽

΍Ԛటのॲཧ͕ಛʹ༏先͞Εͳ͚Ε͹ͳΒͳい୹ظతɺٸۓతͳ課୊͕৅௃తʹଘͯ͠ࡏ

いたɻ·たɺ͜のנ᛽ɺԚటॲཧͱಉ༷ʹɺආ೉ॴʹ͓͚Δଟ༷ͳࢧԉ͕ओཁͳχーζͱ

ͯ͠೺Ѳ͞Εͯいたɻ͔͠͠ɺͦのޙϘϥンςΟアのχーζの͋ΓํΛめ͙ͬͯ͸ɺہ໘

のมԽͱい͏͜ͱΛΑࣖ͘ʹ͢ΔΑ͏ʹͳͬたɻ

͜͏͠たχーζΛめ͙Δٞ࿦Λ࢝めͱͯ͠ɺͦのཁҼʹͭいͯ͸ຊߘͰのޙのݕ౼課୊

のҰͭͱͳΔ͕ɺマスίϛʹΑΔ報ಓʹ΋ݟΒΕΔΑ͏ʹɺࡢ年 5 月の大ܕ࿈͚໌ٳΛҰ

ͭのڥͱ͠ͳ͕Βɺඃ災஍Ͱ活動Λ͢Δɺ·た෮ࢧڵԉʹ܎ΘΔ災֐ϘϥンςΟア͸ܹٸ

いΔͱい͑ͯͬࢸʹ日ࠓʹ··せΔ͜ͱ͕ͳいݟ෮ௐのஹ͠Λޙめɺͦの࢝গΛࣔ͠ݮʹ

Α͏１）ɻ

ͱ͜ΖͰɺࢲのۈ務͢Δ東北学院大学Ͱ͸ɺࡢ年の 3 月 29 日ʹ災֐ϘϥンςΟアス

ςーγϣン͕ͦの活動Λ開࢝͠たɻ東北学院大学Ͱ͸ɺ東日ຊ大震災͕͜ىΔલ年͔Βຊ

学学ੜのϘϥンςΟア活動のڌ఺Λ学಺ʹઃஔ͢Δ͜ͱʹͭいͯのݕ౼͕行ΘΕͯいた΋

ののɺͦΕҎલʹ͸大学ͱͯ͠のϘϥンςΟア活動΁のऔΓ૊Έʹͭいͯ͸ɺ͜͏͠たڌ

఺ࢪઃ（ηンλー）ʹ ؔΘΔӡӦͱͱ΋ʹ࣮ફతͳ活動ମݧΛ࣋たͳいͰいたɻ͜͏͠たܦ

ҢのԼͰɺ大学ࣗ਎΋͔ͳΓのඃ֐Λड͚ɺ·たਓ々の日ৗੜ活΋૬౰ఔ度੍໿Λड͚ͯ
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いたという当時の被災状況の中にあって、大震災発災後わずか 2 週間程度の時期において

災害ボランティア活動の拠点となる施設と組織を立ち上げたということになる。こうした

ことから、当然にステーションの組織と運営体制の確立については多くの戸惑いと苦労が

あったということも一つの確かな事実であろう。しかしそれにもかかわらず、今多少の自

負を込めて述べることを許してもらえるならば、少なくとも 5 月の大型連休明けの時期あ

たりまでは、本学学生の災害ボランティアに関わるマッチングやコーディネーションに関

して、決して十分であったとは言えないまでも、それなりの成果と実績を順調に積み上げ

ることができていたのではないかとの思いがある。

この時期におけるこうした精力的な活動の一つの副産物として、その後の全国の 14 の

大学が参加しての大学間連携による災害ボランティア活動への取り組みがあり、とりわけ

夏期休暇中に気仙沼地域をフィールドとして集中的な災害ボランティア活動が行われた２）。

とは言え、他方では東北学院大学災害ボランティアステーションをめぐる災害ボラン

ティア活動の動向と現状についても、上に述べてきたことと全く同様の状況を辿っている

との指摘をすることができよう。

そして、災害ボランティアをめぐる現状はといえば、先に紹介をした「ボランティア・バ

ブル」は早くも「弾けた」感の様相を呈し始めているように思われてならない。もちろん、だ

からと言って、今後とも震災からの復旧、復興の過程で災害ボランティアに求められてい

るニーズはまだまだ大きいことは承知してのことである。

以上のわれわれの議論に関連して、NPO 法人遠野まごころネット理事長多田一彦氏が毎

日新聞への寄稿「これが言いたい」　「ボランティアは今こそ現地に」の中で、次のように述

べられているところを紹介しておきたい。すなわち、「『まだボランティアは必要ですか』。

こんな質問が昨年の夏過ぎから少しずつ増えてきた。初めは情けなくて答える気にもなら

なかった。

でもこれが日本の現実であり、答えるのが我々の役目だと思い直した。（中略）

（中略）これからはますます伝えることが難しくなるだろう。伝えるべき者が現状をしっ

かりと捉えきれていないことすらあるからだ。

（中略）

今、我々は『被災地』という言葉をできる限り使わず『現地』と呼んでいる。ここは出口が

見つからずさまよい続ける日本の最前線、そして開拓の地と考えるからだ。現地には今の

日本が抱えるさまざまな問題や課題が凝縮されて存在している。（中略）

今、現地は復興に向け頑張っている。ニーズは次第にハッキリしてきている。だから個

人も企業もその気になればいろいろなサポートが可能だ。」３）と。

加えて、今後に予想される大規模災害への支援や人口減少・少子超高齢化が進展する下
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での地域社会における「安全で安心な」まちづくりをも射程におさめるならば、「ボランティ

ア・バブル」を体験したこの好機においてこそ、ボランティアの新しいステージにおける活

性化や組織化に眼差しを向けるその意義と必要性は何時にもまして高まっているといえよ

う。

本稿では、以上に述べてきたような問題意識を最深部に据えながら、大学災害ボラン

ティアステーションの立ち上げとその後の運営にかかわるという私のささやかな体験を通

して、大学における災害ボランティア活動への取り組みにおける意義とそこに指摘される

問題を直接的な検討課題とする。併せてそこでの考察を踏まえた上で、災害ボランティア

活動のさらなる活性化に向けて、その中核的なポイントとなるであろうボランティアコー

ディネーターの養成の必要性について述べることにしたい。

２．こうして東北学院大学災害ボランティアステーションの活動は始まった

最初に災害ボランティアステーションが昨年 5 月の連休明けまでの設立当初の時期にお

いてどのように組織、運営され、そしてどのような活動を行なってきたのかについて、簡

単に紹介をすることから、東日本大震災におけるこれまでの災害ボランティア活動の現状

とそこに指摘される課題についての検討を始めることにしたい４）。

上にも触れたように、本学の災害ボランティアステーションは、慌ただしい中、ごく短

期間のうちに立ち上げられて、活動を始めることになった。記憶に誤りがなければ、昨年

3 月 29 日（月）の前週のいずれかの日に、学長室長佐々木俊三教授より学長室副室長郭基煥

准教授、学長室事務課職員スタッフと私に近々に災害ボランティア活動の拠点なるものを

学内に設置したいとの意向が示されて、相応の準備のための検討に着手して欲しいとの話

しがあったという覚えがある。私の場合は、郭准教授とともに青山学院大学からの学生ボ

ランティアの派遣と支援物資の受け入れに対応してきており、こうした経緯からこのこと

に関与することになった。また、この時点では災害ボランティアステーション５）という名

称も定まってはいなかった。こうして、３月 29 日の朝に学生、院生を含む 8 名の教職員

が集まり、当時の学内外の状況から、当分の間は新年度の授業開始の目途もたたないであ

ろうという展望を踏まえて、当面は非常勤講師控室を災害ボランティアステーションとす

ることで、その運営と活動が始まった。

さて、既に３月 29 日の時点で、本学災害ボランティアステーションについては図表１

に示されるようなスキーム６）のもとでの活動が考えられていた。
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͜͏͠たスキーϜ͕͑ߟΒΕたͦのഎܠʹͭいͯɺएׯのઆ໌ΛՃ͓͑ͯ͘ͳΒ͹ɺᶃ

東日ຊ大震災の発災ޙɺಛʹ仙台市社会෱ٞڠࢱ会ͱຊ学のؒͰ͸ɺ学長ࣨΛத৺ͱͯ͠

తͳަྲྀ͕΋たΕͯいた͜ͱɺᶄҰൠతʹ͸ɺۃੵͯ͠·΋ʹ࣌の事ฑʹ͓いͯฏ͔ͭز

౰࣌のݝ಺の災֐ϘϥンςΟア活動͕֤஍ʹઃஔ͞Εた災֐ϘϥンςΟアηンλーのίー

σΟωーγϣンの΋ͱʹ行ΘΕͯいたͱい͏ঢ়͕ͬ͋گた͜ͱɺᶅ্ʹड़΂͖ͯたΑ͏ͳ

ϘϥンςΟアΛίー֐Ң͔Βɺ͙͢ʹ͸ຊ学ϘϥンςΟアスςーγϣン͕௚઀తʹ災ܦ

σΟωート͢Δೳྗͱ༨༟Λͪ࣋ಘͳいͰ͋Ζ͏ͱͯ͑ߟいた͜ͱɺ౳の事৘͕͋ͬたɻ

ϘϥンςΟアスςーγϣンの૊৫ӡӦମ੍Λࣔ͠た΋のͰ͋Δɻ֐ɺਤද̎͸ɺ災ʹ࣍

図表 1

図表 2
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ͱ͸い͏΋ののɺ౰ॳ͸ɺ͋ΔҙຯͰ͸౰વの͜ͱͳ͕Βɺ͜のνャートਤʹࣔ͞ΕΔ

Α͏ͳ੔͑ΒΕたମ੍̓）の΋ͱʹຊ学の災֐ϘϥンςΟアスςーγϣン͕࣮ࡍʹӡӦ͞

ΕɺϘϥンςΟア活動ʹΑΔ災ࢧ֐ԉ͕行ΘΕΔΑ͏ʹͳΔ·Ͱʹ͸い·͠͹Β͘のؒ࣌

͕ඞཁͰ͋Ζ͏ͱ૝ఆͯ͠いたͱ͜ΖͰ͋ͬたɻ͔͠͠ͳ͕Β࣮ࡍʹ͸ɺઃஔ͞Εͯ１ि

ؒҎ಺ʹ͸ɺ΄΅͜のਤʹࣔ͞ΕΔӡӦମ੍ʹ͓いͯຊ学ϘϥンςΟアスςーγϣン͸災

ϘϥンςΟア活動Λ行͏͜ͱͱͳͬたɻ͢ͳΘͪɺ͜͜Ͱ஫ҙΛ͓͔ͯ͠ͳ͚Ε͹ͳΒ֐

ͳいの͸ɺਤද̎のதʹࣔ͞ΕͯいΔΑ͏ʹɺ্ʹड़΂たΑ͏ʹ活動Λ࢝めΔҎલʹ͑ߟ

ͯいた૝ఆͱ͸ҟͳΓɺ֤஍Ҭの災֐ϘϥンςΟアηンλーͱの࿈ܞΛਤΓͳ͕Βɺຊ学

の災֐ϘϥンςΟアスςーγϣン͕災֐ϘϥンςΟア活動のϓϩάϥϜΛࡦఆ͠ɺ௚઀త

ͳマッνンάΛઃஔ࢝ʹ͙͢ޙめͯいたͱい͏఺ʹͭいͯͰ͋Δɻ·たଞํͰ͸ɺӡӦͱ

活動͸ਤද̎のνャートਤのΑ͏ʹల開͞Εͯいͬた͕ɺͦの૊৫ମ੍·Ͱ΋͕ಉ࣌ฒ行

తʹ੔͑ΒΕͯいたͱい͏༁Ͱ͸ͳ͔ͬたい͏఺Λ౤͔͓ͯ͠ߘͳ͚Ε͹ͳΒͳいɻͦの

ためɺ౰࣌の災֐ϘϥンςΟアスςーγϣンのӡӦͱ活動Λ͑ࢧた教職員スλッϑͱ学ੜ

スλッϑϘϥンςΟアの୲Θͳ͚Ε͹ͳΒͳ͔ͬたෛ୲ͱ౒ྗ͸Ұ૚大͖ͳ΋のʹͳΒ͟

ΔΛಘͳ͔ͬたɻ

ਤද３͸ɺ３月29日（月）͔ Β̐月̑日（月）·Ͱの１िؒのຊ学災֐ϘϥンςΟアスςー

γϣンͰϘϥンςΟアొ࿥Λ͠た学ੜ਺Λࣔͯ͠いΔɻಉ༷ʹ·たɺਤද̐͸ɺ̑月の࿈

ࡍϘϥンςΟアスςーγϣンʹొ࿥Λ͠たຊ学学ੜ͕࣮֐Ͱɺ災ؒظͰの·ظ࣌の͚໌ٳ

ʹͲのΑ͏ͳ災֐ϘϥンςΟア活動ʹࢀՃ͠たの͔Λ੔ཧ͠た΋のͰ͋Δɻ͜のਤද３の

ొ࿥学ੜ਺の動޲ͱͱ΋ʹɺਤද̐ʹ΋౰࣌のຊ学災֐ϘϥンςΟアスςーγϣンの災֐

ϘϥンςΟア活動΁のऔΓ૊Έのঢ়͕گද͞ΕͯいΑ͏ɻ

図表 3
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３．大学による災害ボランティアへの取り組み

ͦ΋ͦ΋ϘϥンςΟア活動ʹ͋ͬͯ͸ͦのҙٛͳͲΛ͑ߟΔඞཁ͕͋Δの͔ͱい͏఺Λ

め͙ͬͯ͸ɺ͋Δछのҧ࿨ײΛ࣋たΕΔ͜ͱ΋े෼ʹ༗ΓಘΔ͜ͱͰ͋Ζ͏ɻͦ͜ͰɺΘ

ΕΘΕ͕͜の問୊ΛऔΓ্͛Α͏ͱ͢Δࡍのɺͦのഎܠʹ͋Δ問୊ҙࣝɺݱঢ়ೝ͔ࣝΒड़

΂Δ͜ͱʹ͠たいɻ

ͱ͜ΖͰɺ্ʹड़΂͖ͯたΑ͏ͳຊ学災֐ϘϥンςΟアスςーγϣンの্ཱͪ͛ʹ͔͔

ΘΔظ࣌ʹ͓いͯΘΕΘΕ͕͡ײた大ม͞͸ɺ震災͔Β 1 年͕ܦա͠た࣌఺ͰৼΓฦͬͯ

ΈͯΈΔͳΒ͹ɺͦのޙの震災͔Βの෮چ・෮ڵ΁のϘϥンςΟア活動ʹΑΔࢧԉʹͱͬ

ͯ͸·ͩ΄Μの࢝·Γʹա͗ͳ͔ͬたΑ͏ʹࢥΘΕΔɻいずΕʹͯ͠΋ɺ大学ੜの災֐Ϙ

ϥンςΟア活動Λࢧԉ͢Δͱい͏͜ͱɺ͜͜ͰऔΓ্͛ͯいΔ問୊ҙ͔ࣝΒい͑͹災֐Ϙ

ϥンςΟアスςーγϣンΛઃཱ͠ɺӡӦ͢Δͱい͏͜ͱʹͭいͯ͸ɺ࣮ࡍʹඃ災஍ɺඃ災

者のࢧԉʹࢀՃ͢Δ౰の大学ੜʹͱͬͯ͸΋ͪΖΜの͜ͱͰ͋Δ͕ɺ͜Εʹ܎ΘΔ教職員

ʹͱͬͯ΋ɺ大学ͦΕࣗ਎ʹͱͬͯ΋͔ͳΓのෛ୲Λഎෛ͏͜ͱʹͳͬたɻͦͯ͠ɺ͜の

l ෛ୲ײ z తͳΔ΋のʹͭいͯ͸ɺؒ࣌のܦաͱ΋ʹͦΕ͕ঃ々ʹ大͖͘ͳ͖ͬͯͯいΔͱ

い͏事࣮͕͋Δ͜ͱ΋·た൱ఆのͰ͖ͳいҰ໘Ͱ͋ΔΑ͏ʹࢥΘΕΔɻಛʹޙࠓの෮ڵの

ಓのΓ΋ະͩԕ͘ɺ災֐ϘϥンςΟアʹ΋ͦのࢧԉのܧଓੑ͕ٻめΒΕΔͱい͏ঢ়گのத

ʹ͋ͬͯ͸ɺ災֐ϘϥンςΟア活動Λܧଓͯ͠い͘͜ͱʹ͋たͬͯの༠Ҽ（Πンςンγϒ）

図表 4
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ないしはモチベーション（動機）に係わるそれぞれにとっての説得的な論拠が存在している

ことが、状況と場合によっては必要になるであろうと考えている。また、その際に、この

災害ボランティア活動の意義が誰にとって語られているものであるのか、そしてそれがど

のような文脈において語られているのかという点に十分な注意が向けられていることが肝

要である。

以上のことを踏まえて、大学が災害ボランティア活動に取り組む拠点施設（東北学院大学

の場合には災害ボランティアステーションとなる）を大学内に置くことの意義について、わ

れわれの体験をもとに以下に整理をしてみたい。

先ず挙げられなければならないのは、当然のことではあるが、被災地域、被災者の復

旧、復興支援へのボランティア活動を通じての貢献であろう。

次に、学生にとってはどうであったろうか。復旧、復興支援への貢献という点に加えて、

未曾有の大震災が発生した時期に、被災地域の大学において大学生時代を過ごす学生にと

して、今後の学内での学びにとって現場を体験し、知ることの意義は決して小さいもので

はなかったと考えている。教職員と一体となってのおおよそ一日完結型でのボランティア

活動（プログラム）を体験しながら、「行って、見て、聞いて、話して、感じてそして考える」

というまさにフィールドワーク（実地体験型学習）が実践される機会となった。因みに、大

学生時代におけるキャリア形成において、パラレルキャリアとしてまったく異質の価値観

をもつボランティア活動へ継続的に参加する契機となった場合も見受けられた。

大学にとっては、災害ボランティア活動に組織的に取り組むことにおいて、何がその意

義、魅力になり得るのであろうか。上に述べたように、学生たちの学びと成長が多様な形

で一層促されるボランティア活動という、大学での学びにとっての新しいフィールドの広

がりとその可能性を実感させられたことが大きな収穫であったと考えている。このボラン

ティア活動という「学び」におけるテーマは、同時に大学の地域貢献にとっても有力な

フィールドとなっていよう８）。この点をめぐって付言するならば、あくまでこの度の体験

を「結果的に見た場合に」という注釈付きであるのだが、大学の社会的プレゼンスをさらに

大きくすることにも繋がっていたという側面も否定できないように思われる。

こうしたことから、以上の点を踏まえた上で、「地学連携」というビジョンを、今後より

具体的にどのように重層的・立体的に大学での学びの中に展開していくのかということが

次のステージにおける課題として問いかけられているものと考えられる。

４．大学による災害ボランティア活動の抱える課題

災害ボランティアをめぐる課題については、東日本大震災以降に限っただけでも既にさ



－ 28 －

まざまな側面において多様な指摘がなされてきていることは承知している。

こうした状況を踏まえた上で、本節でのわれわれの関心の焦点は、東日本大震災が発生

した 3 月 11 日以降からおおよそ 5 月の連休明けまでの期間に相当程度の活躍を見せた大

学生による災害ボランティア活動がその後急速に活力を失い始め、趨勢としても勢いを

失ったまま、今日まで依然として低調なままにあることに向けられている。この問題意識

のもとに、次に大学生による災害ボランティア活動が活性化の様相をなかなか取り戻せな

いでいることの背景的要因について、本学災害ボランティアステーションでの活動体験の

中から探ってみることにしたい。なお、今日的な災害ボランティア活動の低調さについて

は、それを一義的に説明できるとは考えていないという点に注意をしておく必要がある。

すなわち、以下での議論もそうしたものの中の一つであるように、発災後の時間的経過の

中で、地域の違いによっても、また災害ボランティアの活動するテーマや分野によっても

異なるその時々の状況において、それぞれに相違した幾つかの背景的、直接的要因が相互

に影響を及ぼし合いながら、災害ボランティア活動の展開に関わっての困難性を生起させ

ていると考えている。このように理解しようとすることについては、東日本大震災では被

災地域が余りに広範囲にわたっており、そのそれぞれの地域ごとに被災（被害）の状況は大

きく様相を異にし、またその程度にも大きな格差が生じているという現実を踏まえてのこ

とである。さらに、発災からの時間の経過が被災状況の変化をもたらし、このこともまた

問題をより複雑にしている。

さて、本稿では、大学による災害ボランティア活動への取り組み、大学生による災害ボ

ランティア活動の展開を困難なものとしている要因（課題）を、①ボランティアの持続的で

安定的な確保の問題、②災害ボランティアニーズ、③災害ボランティア活動のコーディ

ネーションという３つの視点から次に整理をしてみたい。

先ず、①のボランティアに参加する学生の持続的で安定的な確保が困難になってきてい

ることについてである。そもそもボランティアとはそれが自発性にもとづく行為であるこ

とが大前提となっている。このことを考えれば、ボランティアについて何かを論じようと

する際に、ここでのこうした立論の視点そのものが、議論を行う以前の問題として、何か

しらの違和感なり疑問を抱かせることになる可能性をもつものであることについては十分

に理解をしている。この点についてどのように考えるのかという点をめぐっての検討から、

議論を始めることにしたい。すなわち、われわれもまたボランティア活動においてはその

自発性が尊重されているのでなければならないということは理解している。その一方でま

た、復興にかかわっての災害ボランティアをめぐるいわゆる需給のミスマッチが大きく

なってきており、今後も時間の経過の中でこの需給のミスマッチのさらなる拡大化が予想

されるという事態にも対応を求められている。こうした現状認識に立つならば、大学生に
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よるボランティア活動を促進するための何かしらの誘引が施策的にも、運営上においても

配慮（工夫）される必要性が大きくなっているものと考えられる。そしてその際に、こうし

た誘引を利用するかどうかについての選択の自由（余地）が、災害ボランティア活動に参加

する大学生一人ひとりにとって認められていること。そして、そのような運用上の対応が

考慮されていることが重要な点になるものと考えられる。

さて、災害ボランティア活動に参加する学生が減少してきているという現状をめぐって

は、その最たる要因には、やはり大学生のボランティア熱が醒めてきていることや災害ボ

ランティア活動へのモチベーションの低下が挙げられよう。昨年の 5 月の大型連休明け以

降に低下を示し始め、その後一度も復調を見せていないという災害ボランティアに参加す

る学生数の動向もまた、このことを如実に示しているものと思われる。すなわち、他の多

くの大学と同様に、東北学院大学もまた昨年度の新学期は 5 月に入ってから始まっている。

このことにより、実際問題として、授業やサークル活動が、あるいはアルバイトも含めて

の平常時の学生生活が始まり、災害ボランティアに参加するにあたっての時間的制約を受

けるようになったということももちろん指摘され得よう。しかし、問題はこのことにとど

まらない。大学が新学期を始めることが可能であるという判断をしたということは、単に

キャンパス内の施設等の復旧とその安全性が確認されたということばかりでなく、通学を

はじめとしてその他諸々の点において、学生が学生生活という日常を過ごすための通常性

が社会環境の中に担保されているという認識がそこにはあったということである。学生た

ちに一刻も早く平常時の大学生活をという側面でいうならば、このことは間違いなく望ま

しいことであった。しかしまた同時に、意図せざる結果として、次に述べるような災害ボ

ランティア活動にとっての複雑な状況を惹起したのではないかと思われる。被災地に所在

するという事実を紛れもなくもつ東北学院大学においてさえ、仙台市の中心部に所在する

土樋キャンパスもまたそうであるように昨年の 5 月以降時間の経過とともに 3 月 11 日に

発生した東日本大震災からの復旧は既になされたという感覚や思いにしばしばとらわれて

しまう。それほどに震災前のキャンパスライフがそのまま再現してしまっているという、

大学の内外における社会環境的な要因こそ、この問題を理解しようようとする際にはより

重要な要素になっているのではないかと考えている。すなわち、本来であるならば、大学

が新学期を迎えたことで、災害ボランティア活動をさらに積極的に展開するための環境が

整えられたとも見ることができる一方で、そのことがまた災害ボランティアに参加しよう

とする大学生の減少をもたらすことになっているということなのである。

以上の大学生の災害ボランティアへのモチベーションの低下をめぐる議論に関連して、

平野博文文部科学大臣が被災地での教育の実情を視察するため、4 月８日に福島大学を訪

れた際にあったとされる災害ボランティア活動の単位化への言及についても付言をしてお
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きたい。報道によれば、「平野大臣は視察のあと記者団に対し、『学生ボランティアは非常

によくやっていると感動した。被災地の拠点大学としてどうあるべきかを考えるなかで、

こうした復興支援にはぜひ取り組んでいただきたい』と述べました。そのうえで、平野大臣

は『被災者支援の活動は、単純にボランティアに終わるのではなく、カリキュラムに取り入

れてもらいたい。文部科学省としてもできるだけ支援をしたい』と述べ、被災地の大学で

は、復興支援のボランティア活動をカリキュラムに取り入れ、単位として認定することが

望ましいという考えを示しました」９）  という内容が伝えられている。

これまでのわれわれの議論を踏まえるならば、被災地に所在する大学にあっては、「被災

地の拠点大学としてどうあるべきかを考えるなかで、こうした復興支援」や「被災者支援の

活動」に今後とも継続的に取り組んでいくのだというメッセージを積極的に発信して欲しい

という内容で、またその程度、範囲において、ここでの平野文部科学大臣の発言の趣旨を

理解することが妥当であるように思われる。可能であればもちろん何らかの「被災者支援の

活動」とともにというのが望ましいことであるのはいうまでもない。がしかし、他方では

間違いなく、少なくともこうしたメッセージを多様な機会を通じて発信し続けることは、

大学生のボランティア活動へのモチベーションを強めるという意図をもつだけでなく、当

該大学における災害ボランティア活動へのスタンス、その意義の評価のあり方をめぐる表

明とも密接に関連をもつものとなっているはずである。また、このような平野文部科学大

臣の発言の趣旨にかかわるわれわれ理解のあり方の妥当性については、一口にボランティ

ア活動の単位化と言われる事柄が、それの実体化としてのカリキュラムへの取り入れをめ

ぐって、実際問題としては多様な問題を内包しているという側面を指摘し得るという点か

らも補強されることになるであろう。この点に関しては、後に災害ボランティアのプログ

ラムの策定にかかわる難しさのところで再度論じられることなる。

次に、②の災害ボランティアのニーズの変化についての検討を行う。

東日本大震災では、周知のように被災地域が相当に広範囲に及んでいることから、先ず

は地域ごとに被災（被害）の状況に大きな格差が生じているということがある。これに加え

て、同じ地域内にあっても、地震による被害のみを受けた地域と被害が津波による地域で

は、被災状況が全く異ってきている。そして、発災から 1 年という時間の経過のなかで、

被災状況もまた、復興の進捗状況に対応をしながら、各地におけるその有り様はさらに

多様なものとなっている。こうした中にあって、災害ボランティアニーズもまたその多様

性に時間の経過に伴う変化が複合化して出現してきており、災害ボランティアのコーディ

ネーションの難しくなっているように思われる。

ここでも、東日本大震災発生からゴールデンウィークと言われる大型連休が終わる 5 月

上旬までと、それ以降の時期との対比において、災害ボランティアニーズの特徴について
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整理をしてみたい。こうした検討作業を通じて、多様性と変化が複合化する災害ボランティ

アニーズと呼ぶところのものについて述べてみることにする。

3 月 11 日の東日本大震災の発災から 5 月の大型連休明けあたりまででは、災害ボラン

ティア活動にとってのニーズの特徴は、早急に対応が求められる点にあった。ニーズは短

期的に解決・改善されなければならない課題として存在をしていたのであった。また、も

ちろん東日本大震災は非常に広域的に被害を及ぼしたが、例えばこの時期における代表的

なニーズの一例として挙げられる瓦礫や汚泥の除去・処理や避難所への支援に見られるよ

うに、一つひとつのニーズが所在しているのは、地域内においては局地的で、限定的なも

のであった。また、そこに行けばニーズが見えるという意味は、顕在的であったともいえ

よう。そして、この時期においても災害ボランティアが対応した活動内容は多種多様なも

のではあったものの、それでもこれ以降の時期との比較において言えば、類型化が比較的

容易であり、また大規模なニーズが多かったといえよう。これらのことから、先ずは、こ

れまではボランティア活動に関心を持たないできていた大学生にあっても、参加するに際

して、その活動内容について、少なくとも何らかのイメージを持ちやすかったのではない

かと思量される。また、ニーズをめぐるここでのこうした議論は、東北学院大学災害ボラ

ンティアステーションにおいて当時行なわれたボランティアコーディネーションの方がむ

しろ現在と比較してある意味では相対的に容易に行うことが出来たのではないかという感

覚にしばしばとらわれるということにも関連があるようにも思われる。また、以上の議論

をめぐっては、もちろんこうした時期区分に従って、ニーズの質的変化が厳密にそして明

確に起こった訳ではないという点については注意をしておきたい。因みに、ここで説明の

ために例示的に取り上げた瓦礫や汚泥の処理については、2012 年の 5 月の時点において

も、その依頼件数は多くなないものの災害ボランティア要請（ニーズ）の一つとなっている。

この時期におけるニーズを上に述べたように東日本大震災発災の初期におけるものとし

て捉えるならば、その後の災害ボランティアニーズについては、その特徴を次のように整

理し、把握することができるように思われる。第一に、求められている課題の解決・改善

に要する時間でいうならば、災害ボランティア活動の内容は、中・長期的なニーズに対応

するものになってきている。この時期におけるニーズの特徴を示す例としては、借り上げ

民間賃貸住宅での避難生活者への支援を挙げることができる。なお、仙台市においては、

応急仮設住宅に入居し、避難生活を送る世帯の総数に対する借上げ民間賃貸住宅の世帯数

はおよそその 8 割に達する 9,913 世帯となっている（平成 24 年２月６日現在、「応急仮設

住宅の現況調査と就労に関する意識調査（仙台市復興事業局生活支援室・仮説住宅室）」によ

る）。こうした借上げ民間賃貸住宅での避難生活者への情報や支援提供については、周知の

ようにプレハブ仮設住宅に比して大きく遅れており、大きな支援課題となっている。この



－ 32 －

借上げ民間賃貸住宅での避難生活者への支援に見られるように、災害ボランティアニーズ

の所在は拡散化しており、地域に散在することに伴い、潜在化する様相を呈している。そ

して、仮設住宅への避難生活を余儀なくされているという要素がさまざまな形で影響を与

えているという側面は見逃せない事実としてあるが、いずれにしても日常生活に係わって

の多様で、継続的なニーズの充足が仮設住宅への支援には求められている。

さて、東日本大震災の発災直後から５月の大型連休明け辺りまでの時期における災害ボ

ランティアにとってのニーズの特徴について何がしかを語ろうとする時に、われわれはし

ばしば、川内康範氏による正義の覆面ヒーローが活躍する「月光仮面」の主題歌の歌詞を重

ね合わせてしまう。すなわち、学生ボランティアの一人ひとりについては、「どこの誰かは

知らないけれど」、災害ボランティアだということは「誰もがみんな知っている」。災害ボラ

ンティアで被災地、被災者を訪れた大学生は、「正義の味方よ　よい人よ　疾風のように現

れて　疾風のように去っていく」というようにである。自分が参加しようとしているボラン

ティア活動の意義については、当時の社会的風潮が強い追い風（背景的要因）となって理解

し易いものがあったであろうことは想像に難くない。さらに匿名性のもとに、そのひと時

を一生懸命にという一時的な参加を志向するという意味においても、いわれているところ

の現代の若者の気質や性向とも合致しており、一般的に災害ボランティア活動への参加の

ハードル（心理的抵抗感）が一層低くなっていたのではないかと考えられる。しかし、それ

以降の時期においては、ニーズの変化に対応しながら、求められている災害ボランティア

活動は、もちろん依然として上にいう「月光仮面」型のものもあるものの、援助関係におけ

るいわゆるラポール（信頼関係）に基づいて、継続的に多種多様な日常生活支援を地道に提

供するタイプのものにその主流が移りつつある。こうした理解のあり方がいま許されると

するならば、日常生活支援ということからの当然の帰結として、信頼関係の構築に基づい

ての継続的な支援に関わるという点において、ボランティア活動の一つひとつの具体的な

内容も細やかで落ち着いたものとなり、どちらかといえばチームで対応するというよりも

個人ないしは２人程度で対応する内容のものとなり、災害ボランティア活動へ向かおうと

する際に、大学生にとってのそのハードルは総体的に高いものになってきているのではな

いかと考えられよう。

災害ボランティアのニーズをめぐる以上の議論に加えて、被災者・被災地への関心が薄

れつつあるという社会的風潮が主な背景的要因となって、災害ボランティア活動の意義が

一人ひとりの大学生にとって見えにくくなっていることもあり、災害ボランティア活動へ

の参加のモチベーションのもたらされていると理解される。こうしたことから、既に述べ

たようにボランティアの持続的で安定的な確保が東北学院大学の災害ボランティアステー

ションにおいても大きな課題となっているのであるが、これと密接な関連性を有する災害
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ボランティア活動のコーディネーションの問題を次に取り上げてみたい。

ところで、この議論を始めるにあたっては、災害ボランティアもボランティアであるこ

とを考えれば、一般論としては、ニーズがあるのであれば、取り敢えず被災地、被災者の

ところへ駆けつけて、支援活動を行えば良いのではないかといわれる点に先ず注意が向け

られる必要があろう。事柄の一面としては、まさにその通りであって、そうであるからこ

そ各被災地域にはそれぞれにさまざまなボランティアを受け入れ、コーディネーションを

行なっている団体、組織が存在しているとも言えよう。しかし、ここでわれわれが議論を

してきているのは、大学という教育機関の中に設置されている拠点におけるそれについて

の問題であるということである。大学自らが組織的に災害ボランティア活動へより積極的

に取り組むことについては、そのような社会的要請が既に存在しているということについ

ては言うまでもない。その上で、その意義については、既に述べてきているところである。

さて、被災地におけるニーズに、被災者が抱えるニーズに災害ボランティアによる支援

を結びつけることは、災害ボランティア募集の紹介なり通知をすればマッチングがなされ

たというほどには簡単ではない。この点に関しては、例えば、災害ボランティア活動に参

加する大学生をどのように持続的に、安定的に確保できるのかということも、現状では大

きな課題の一つとなっているということもまたそうである。

また、東北学院大学の災害ボランティアステーションが外部の団体、組織からの災害ボ

ランティアの募集についての依頼を引き受けるにあたってでさえ、本学に在籍する学生が

災害ボランティア活動に参加するという点を考慮して、しかるべき団体、組織からのしか

るべき内容をもつものと判断された場合に限って紹介を行うよう配慮がなされている。

これとは別に、災害ボランティアステーションが外部の団体や組織から直接的にボラン

ティアの派遣要請を受ける場合もある。あるいは、災害ボランティアステーション自らが

ニーズへの対応の必要性を認識して、積極的、主体的にボランティアによる支援に取り組

もうとする場合もある。このような場合には、他のこうしたコーディネーションを行おう

とするセンター的機能を有する拠点施設と同様に、ボランティア活動の内容、それに伴う

備品や機材の準備、対応した研修・養成、注意の喚起などを含むいわゆるボランティアプ

ログラムの検討が求められることになる。東日本大震災での災害ボランティア活動におけ

る後方支援に係わる課題としてよく知られている、現地までの災害ボランティアの移動に

ついての対応、配慮などもその一例である。このプログラムの検討の過程では、教育機関

としての災害ボランティア活動への取り組みという点から、支援を受ける方々へ配慮につ

いてはもちろんのこととして、特に災害ボランティア活動に参加する学生の安全と安心を

可能な限り担保し、リスクを回避することには相当程度の多様で繊細な対応が求められる

ことになる。加えて、災害ボランティア活動の意義においても述べてきているように、災
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害ボランティアに参加する学生の学びと成長を促すことを意図して、活動の前後における

教育的配慮をどう工夫するのかという本質的な問題10）　
　　 や日常の授業への支障がでないよう

にすることなどへの対応などもまた要請されてくる。このように特にプログラムの開発を

中心とするボランティア活動に関わるコーディネーションのあり方は、大学における災害

ボランティア活動への取り組みとその内容を大きく左右するほどの大きな課題の一つに

なっている。そして、ここに述べたような課題を扱うことになるという点において、ボラ

ンティア活動の単位化が災害ボランティアのコーディネーションにとっても重要な意味と

密接な関連性をもつ問題として存在している。

４．おわりに

以上の東北学院大学災害ボランティアステーションでの活動体験をめぐっての検討を通

じて、今後の大学による（災害）ボランティア活動への取り組みにかかわって若干の提言を

することで結びにかえることにしたい。　

さて、ボランティアコーディネーターは、一般的には、ニーズとボランティアとのマッ

チングの役割を担う存在として理解されていることが多いのではないだろうか。これを今

狭義のボランティアコーディネーターと呼ぶならば、今後は、次に述べるような広義のボ

ランティアコーディネーターの制度的創生とその養成が急務な課題となっているように思

われる。

もちろん狭義のいわゆるマッチングという重要で煩雑な業務の必要性はもちろん失われ

てはいない。しかし、いまさらに求められているのは、ＰＤＣＡのサイクルをもつ計画的・

戦略的なプロジェクトの策定を含めて、先に述べたような教育的配慮をも含む包括的な災

害ボランティアのシステムの開発とその運用を担えるだけの専門性と力量を備えた人材が

必要になっていると考えられる。すなわち、ニーズの適切な把握はもちろんのこと、個々

の具体的なニーズに適応するボランティア活動の内容やリスク管理などその提供方法等の

開発、個々の活動に対応した研修や養成、活動の前後におけるそれぞれに密接な関連性を

もつ事前、事後の重層的で立体的な学習機会の開発、財源の確保など、これらを一体的な

持続可能なシステムとしてその運用を担うボランティアコーディネーターの制度的創生と

養成が急務の社会的課題となっていると考えられる。併せてまた、このようなボランティ

アコーディネーターが常在する拠点施設（センター）こそが求められている。そして、拠点

となる施設をもつ大学ごとにこうしたボランティアコーディネーターを複数名抱えるとい

うことは、おそらく現実的にはなかなか困難であろうことを考えると、そこではこうした

ボランティアコーディネーターが相互に連携できる（インターグループワークの機能が発揮
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される）ネットワークの構築も併せて重要な課題となるであろうと考えられる。

さらに、ここに述べたような人材養成と表裏の関係にあるものとして、このようなボラ

ンティアコーディネーターの存在とその役割の意義について正当に理解し、評価をすると

いう社会的風土の醸成もまた不可欠の事柄となっていよう。

このボランティアコーディネーターの養成に係わって上に述べたことは、おそらくは広

く一般的な意味での災害ボランティア活動による復興支援の現状をブレークスルーしよう

とする際のポイントとしても妥当しているのではないかと考えている。その意味において、

本稿もまた冒頭で紹介をした NPO 法人遠野まごころネット理事長多田一彦氏の「これが言

いたい」　「ボランティアは今こそ現地に」という呼びかけへの一つの応答になっていること

を願っている。

最後に、被災者・被災地の苦悩や逡巡をめぐって私が遭遇したある体験について言及す

ることを許していただくことにする。昨年の８月中旬～下旬にかけて、石巻市、石巻市雄

勝町名張地区、女川町を訪ねる機会があり、その際に、地域住民の方々から、それぞれ

に、復興・復旧をめぐっての希望や夢を力強く、熱く語られるという、未来に向けてのしっ

かりとした立ち位置を感じさせられる時間を一時過ごした。その時、同時にまた、遅々と

して進捗しない現状を見つめながら、復旧・復興の道のりに横たわるさまざまな壁や展望

の不透明さについても冷静に理解されている（落胆やいら立ちを押し殺しながらの）言葉も

聞くことになった。この時、私には安易に「頑張って下さい」とも、「一緒に頑張っていきま

しょう」とのありきたりな言葉などとても口に出すことが出来なかった。そして、その場に

いることについての不安定な関係性（私にとっての居心地の悪さ）を意識しない訳にはいか

なかった。すなわち、私は、私たちには何が出来るのだろうかとの思いが頭をかすめた時、

支え合うことに関わりつづけることの難しさについてはもちろんのこと、寄り添うことで

さえその難しさと厳しさをその時思い知らされたのだと分かった（という気がしている）。

その後、こうした体験への思いが心の何処かを占めている私にとって、私の生活の大半が

仙台市内の中心部で過ごすという日常生活を送る中で、既に震災は終わりつつあるという

醸成され始めてきている場の雰囲気に逃れたいという思いにたびたび囚われることとなっ

た。しかし、被災地・被災者の置かれている現実に触れ、その復旧・復興への支援の必要

性について感じ、思い、考えるところがある限り、たとえささやかであっても関わり続け

ること、凡庸であってもこだわり続けることが大切だという思いに今は至っている。災害

ボランティア活動に係わることから学ぶこと、得られることは多いだろう。たとえささや

かなものであっても良いだろう。東北学院大学で学ぶ学生の皆さんにも、是非在学中に、

災害ボランティア活動に参加されることを期待したい。
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　＊本稿は、『季刊　震災学』荒蝦夷（2012 年 7 月刊行予定）に所収の拙稿「大学による災害

ボランティア活動への取り組みに関する一管見－東北学院大学災害ボランティアステー

ションの体験から－」に、新たに「２．こうして東北学院大学災害ボランティアステーショ

ンの活動は始まった」を書き加え、その他全般にわたって必要な加筆修正を加えたもので

ある。

注

　１）  この点に関しては、例えば、2011 年 5 月 14 日の岩手日報（朝刊）には、「被災地のボランティア

不足連休後に大幅減」と見出しのついた記事が掲載されている。同様に、2011 年 5 月 18 日の毎

日新聞（東京朝刊）にも「希望新聞：東日本大震災　ボランティアが減少　連休後、学校・仕事に

戻る」との見出しの記事が掲載されている。

　２）  この大学間連携災害ボランティアネットワークによる「夏ボラ気仙沼プロジェクト」は、7 月 9 日

（土）～ 14 日（木）の第１クールを始めとして、9 月 17 日（土）～ 22 日（木）の第１１クールまで

の期間で、麗澤大学、名古屋学院大学、桜美林大学、明治学院大学、西南学院大学、関西学院大

学、東北学院大学等の大学の述べ 302 名の学生と教職員が参加して行われた。なお、この大学間

連携災害ボランティアネットワークの主催によるシンポジウムが 2011 年 12 月 16 日（金）と 17

日（土）の両日、東北学院大学土樋キャンパス押川記念ホールで開催されており、関連する資料と

して、シンポジウムの記録資料「東日本大震災と学生ボランティアの役割－大学間連携による取

り組みとその課題－」がある。併せて、参照されたい。

　３）  2012 年 4 月 26 日（木）毎日新聞（朝刊）「これが言いたい　『人も企業も入り続けること』が復興に

つながる　ボランティアは今こそ現地に」。

　４）  実は、本稿で取り上げたような初期に限定された簡単な災害ボランティアステーションの紹介で

はなく、設立前の状況から、運営と活動を始めてから今日に至るまでの本学災害ボランティアス

テーションにかかわる多面的で詳細な振り返りの重要性と必要性についての認識をもっている。

災害ボランティアステーションの立ち上げに至るまでの過程やその後の実際の運営や活動、その

間の全国の 14 の大学が参加しての大学間連携による災害ボランティア活動への取り組みを含め

ての本学の経験は、それを整理、検討し、フォーマライズすることまでできれば、今後予想され

る他地域での大規模地震の際にも活用され得る可能性を大いに持つものであろうと考えているか

らである。この課題については、改めて別の機会に譲りたい。

　５）  因みに、ここで「災害ボランティアステーション」という呼称について、簡単に言及しておきたい。

一般的には、大学内に設置されているものも含めてボランティア活動の拠点となる施設にはセン

ターが使われているようである。本学ボランティアステーションの場合には、急ごしらえの感が

拭えないことや、またその内実から言っても、センターの名称を使用することには、少なくとも

昨年 3 月 29 日の時点で若干のためらいと遠慮がわれわれの中にあったことは否めない。しかし、

当時から災害ボランティア活動におけるいわゆるハブ的機能を果たす施設となり得ることを意図

していたことも事実である。多様な人々が行きかい、さまざまな人生が交差する機会を提供する
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場となるという意味を込めて災害ボランティアステーションという名称としたのであった。

　６）  この本学災害ボランティアステーションのスキームを示す図表１については、当時ボランティア

登録をする学生たちへの災害ボランティアステーションの説明やその他の機会でも利用されてい

る。こうしたことへの対応を考えて、熊沢由美准教授にビジュアル的な体裁を整えていただいた

たものである。

　７）  上に紹介をしているように、本学の災害ボランティアステーションが活動を始める以前から、東

日本大震災後おいて仙台市社会福祉協議会との間で良好な関係が保たれていたと考えている。そ

の一つとして、現場でのヒヤリングを含めての青葉区災害ボランティアセンターでの数回にわた

る見学など、本学の災害ボランティアセンターの設立と運営にあったては、仙台市社会福祉協議

会の皆様から多数の有益な示唆や助言を、また協力をいただいている。本学災害ボランティアス

テーションの組織運営体制もまた、仙台市に設置された災害ボランティアセンターの一つをモデ

ルとしており、こうした意味において、ここでは「整えられた体制」という表現を使っている。

　８）  この点に関連する資料として、東日本大震災復興学生ボランティア「大学生の参加経験に関するア

ンケート調査」（2011 年 8 月～ 9 月いわて GINGA-NET プロジェクトにおける調査結果　2012

年 3 月 26 日）がある。この中でも、例えば、傾向として「『コミュニケーション力』が伸びたと実

感した学生が多い。」ことや「もともと自己評価が高い傾向にあった『積極性』と『その他（想像力）』

に、さらに磨きがかかったとの自己評価。」についての指摘がなされており、また課題としてでは

あるが「全体として、ボランティア活動のインパクトは大きく、学生の『学士力』の自己評価に与

える影響も大きい。」ことなどが指摘されている。

　９）   http://www3.nhk.or.jp/news/html/20120408/t10014299961000.html

　10） この点に関しては、前掲東日本大震災復興学生ボランティア「大学生の参加経験に関するアンケー

ト調査」（2011 年 8 月～ 9 月いわて GINGA-NET プロジェクトにおける調査結果　2012 年 3 月

26 日）においても、調査結果を総括した学生ボランティアの課題として、「大学として学生ボラ

ンティア活動を支援する際には、活動プログラム自体に何らかの教育的配慮を持たせることが望

ましい。」ことや「活動後に高揚感を持って大学に戻る学生が、正課における学習密度を向上させ

ることができるよう、カリキュラム上の工夫等を今後検討する必要がある。」ことなどが述べられ

ている。　　
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第 36 回　サマー・カレッジプログラム　講演Ⅱ

「私がこれまでやってきたこと」

　北　 　博

１、学生時代

　・高校時代：偽善的な臭いのする一切の物への強い嫌悪感。既存の秩序の全面的破壊欲

求。世のため人のために何か役に立ちたいというぼんやりした思いと、劣等感や隠遁欲

求が交錯し、常に自殺願望と頑固な不眠症を抱えていた。

　・大学時代前半：哲学に関心を持ち、最初はマルクス主義関係の本を読み漁るが、共産主

義の理想と現実に左翼諸セクトの行なっていることとのギャップに幻滅し、一時引きこ

もり状態になりながらニーチェ、ショーペンハウアー、サルトル等（要するに全部反キ

リスト教の思想家）を手当たり次第に読み耽る。しかし、どうしてもキリスト教が気に

なる。

　・大学時代後半：全学ストの期間中ずっとストイックな徹夜麻雀に明け暮れた挙句、突如

享楽主義に転じ、仲間達と貪欲に遊び歩く。このままの生活が永久に続いて欲しいと願

う。

２．キリスト教徒になってから

　・これまでの「世のため人のため」に何かしたいという漠然とした思いは、｢神のため｣と

いう言葉に収斂し、教会活動に夢中になる。この時期は、聖歌隊の活動(かなり忙しく、

ハワイを含む各地への伝道旅行や、チョー・ヨンギ牧師来日の際は武道館で演奏も)に始

まり、ゴスペルのグループを結成して各地を伝道演奏旅行、更に教会学校では中高科を

担当し、近くの特別養護施設に生徒達を連れておしめたたみをさせてもらったり、コン

サートや修養会等様々なイベントを企画し、実行する。いつも忙しく、疲れていたが、

充実。しかし、次第にこれだけでよいのかという疑問が生じてくる。

　・岩手県奥中山にあるカナンの園小さき群れの里に教会の有志で行ったことがきっかけに

なって、その後も度々主に青年会のメンバー達で訪れる。その後、このような施設で働

くのが天職ではないかという思いが強まり、個人で行ったりするが、就職は断られる。

　・教会の青年会有志グループの紹介で、山谷に出入りするようになる。そこで知り合った

カトリック修道士の余りに過激な神学に反発、激しい議論の末なぜか｢越冬｣に参加する

ことになる。結局これがきっかけとなって山谷にのめりこみ、炊き出し、｢マリア食堂｣

や「ヤマ食堂｣の手伝い、AA(Alcoholic Anonymous)の集まりへの参加、病院訪問等々、

様々なことを経験する。後には個人でも、自分の住んでいる場所周辺のホームレスへの

食料の差し入れ等をする。
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2011 年度（平成 23）年度

東北学院大学宗教活動報告
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2011（平成 23）年度東北学院大学宗教活動報告

◇教員組織

　宗 教 部 長　　　　　　　佐々木哲夫

　ॻ　　　ه　　　　　　　ӬҪٛ೭

　土樋　୲౰　　　　　　　佐々木উ඙ɺマーνー 
	%�	/�ɺ佐౻࢘࿠ɺ出ଜΈ΍ࢠ

　ઘ　　୲౰　　　　　　　ӬҪٛ೭ɺ໺ଜ৴ɺ࢘ߒాݪ

　ଟլ৓୲౰　　　　　　　北　　തɺଜ্Έ͔

　大学ΦϧΨχスト　　　　ࠓҪಸॹࢠ

　キリスト教จԽ研ڀॴ長　佐々木উ඙

　૯合ਓจ学Պ長　　　　　ޱݪঘজ

◇大学礼拝

　月ʙ土༵日　10 ࣌ 25 ෼ʙ 10 ࣌ 45 ෼（土樋ேɺઘɺଟլ৓）

　ਫ༵日　　　19 ࣌ 35 ෼ʙ 19 ࣌ 55 ෼（土樋໷）

　月༵日　　　19 ࣌ 30 ෼ʙ 20 ࣌ 00 ෼（ઘঁࣷ॓دࢠ）

　Ր༵日　　　19 ࣌ 30 ෼ʙ 20 ࣌ 00 ෼（ઘɺѴέԬࣷ॓د）

		

年間総出席者数

2011 年度 2010 年度 2009 年度
	　૯਺ 	回਺ 	ฏۉ 	　૯਺ 	回਺ 	ฏۉ 	　૯਺ 	回਺ 	ฏۉ

土樋・ே 23
034 		168 137 15
540 		180 	　86 5
400 		153 	　35

ઘ 　57
805 		168 344 63
104 		180 351 　45
755 		154 297

	ଟլ৓ 　39
463 		166 		238 24
007 		182 		132 　39
723 		160 		248

土樋・໷ 	　	1
484 			28 			53 	2
091 			32 			65 	　	1
301 			26 			50

	૯　ܭ 		121
786 		530 		230 104
742 		574 		182 			92
179 		493 		187

　ʤඋߟʥ・य़ق・ळقಛผ఻ಓྱഈɺ大学クリスマスྱഈΛؚΉɻ

　　　　・ฏۉ஋のখ਺఺͸ޒࣺ࢛ೖɻ

大学ྱഈ૯回਺　621回ʤ３キャンパス（535）・（86）ࣷ॓دʥ

　֎部（຀ࢣ）　　　　　　　　　　　　　　　　　		　256回

　学಺（ཧ事長ɺ大学長ɺキリスト者教員ͳͲ）　　　　	72回

　　　（宗教部ؔ܎者）　　　　　　　　　　　　　	　287回

　　　　　　ʦ಺༁ʧ　宗教部長　　　　　　　　　　　29回

　　　　　　　　　　　ӬҪٛ೭大学宗教ओ任　　　　　25回

　　　　　　　　　　　北ത大学宗教ओ任　　　　　　　24回

　　　　　　　　　　　出ଜΈ΍ࢠ大学宗教ओ任　　　　25回
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　　　　　　　　　　　村上みか大学宗教主任　　　　 　 26 回

　　　　　　　　　　　佐々木勝彦大学宗教主任　　　　  26 回

　　　　　　　　　　　野村信大学宗教主任　　　　　　  27 回

　　　　　　　　　　　佐藤司郎大学宗教主任　　　　　  21 回

　　　　　　　　　　　原田浩司大学宗教主任　　　　　  29 回

　　　　　　　　　　　原口尚彰総合人文学科長　　　 　 24 回

　　　　　　　　　　　マーチー , D. N. 総合人文学科教員 26 回（英語礼拝）

　　　　　　　　　　　今井奈緒子大学オルガニスト　 　  ５回

　　　　　　　　　　　聖歌隊　　　　　　　　　　　　   ５回

◇春季宗教教育強調週間　特別伝道礼拝

　震災により実施せず

◇秋季宗教教育強調週間　特別伝道礼拝

　日　　時　2011 年 10 月４日（火）10 時 25 分～ 11 時 20 分　泉    　 （参加者 649 名）

　　　　　　　　　  　　   ５日（水）10 時 25 分～ 11 時 20 分　土樋朝  （参加者 166 名）

　説 教 者　深山  祐　日本基督教団国分寺南教会 牧師

　聖書箇所　新約聖書　マタイによる福音書 第９章 35 節－ 38 節

　説 教 題　「主の憐みは深い」

　日　　時　2011 年 10 月５日（水）10 時 25 分～ 11 時 20 分　多賀城（参加者 285 名）

　　　　　　　　　　10 月５日（水）19 時 35 分～ 20 時 30 分　土樋夜  （参加者　21 名）

　説 教 者　鈴木  眞　日本基督教団明石ベテル教会 牧師

　聖書箇所　新約聖書　コリントの信徒への手紙一 第 12 章 12 節－ 28 節

　　　　　　新約聖書　マタイによる福音書 第 25 章 40 節

　説 教 題　「私にも夢がある」

◇第 23回泉キャンパスクリスマス

　日　　時　2011 年 12 月２日（金）18 時 30 分

　場　　所　泉キャンパス礼拝堂

　説 教 者　原田  浩司 先生（総合人文学科・大学宗教主任）　　　　　　　　　　　　　

　説 教 題　『レット・イット・ビー』

　内　　容　第１部「礼拝」、第２部「クリスマスコンサート（演奏等）」（参加人数  423 名）



－ 43 －

◇大学クリスマス

　日時 ･ 場所　2011 年 12 月 15 日（木）10 時 25 分　泉キャンパス礼拝堂        （参加者　888 名）

　　　　　　　　　〃　  　16 時 30 分　ラーハウザー記念東北学院礼拝堂 （参加者  263 名）

　　　　　　2011 年 12 月 16 日（金）10 時 25 分　多賀城キャンパス礼拝堂（参加者  477 名）

　説 教 者　雲然　俊美 牧師（日本基督教団 秋田桜教会）

　説 教 題　『ご自分を無にされた救い主』（泉キャンパス）

　　　　　　『貧しくなられた主イエス』（土樋キャンパス）

　　　　　　『ここに愛がある』（多賀城キャンパス）

　合　　唱　ヘンデル「メサイア」より抜粋

　指　　揮　岡﨑光治（作曲家）

　オルガン　今井奈緒子 教養学部教授（大学オルガニスト）

　独 唱 者　（バス）熊木晟二（声楽家）

　　　　　　（ソプラノ）鈴木美紀子（声楽家）

　合 唱 団　グリークラブ、宗教部聖歌隊

◇第 16回スプリング・カレッジ

　日　　時　2011 年５月 21 日（土）14 時 30 分～ 19 時 00 分

　場　　所　泉キャンパス礼拝堂（１階）小礼拝堂・１号館（３階）第１会議室

　内　　容　キリスト者等推薦入学生へのガイダンス

　　　　　　開会礼拝　原田浩司大学宗教主任

　　　　　　挨　  拶  宗教部長

　　　　　　1）年間宗教行事への参加について

　　　　　　2）大学礼拝への出席について

　　　　　　3）聖書研究会か聖歌隊のいずれかへの加入について

　　　　　　4）出席教会の確定と報告について

　　　　　　5）その他（統一教会への注意など）

　参加人数　学生 37 人、教職員 11 人（佐々木宗教部長、永井義之、原口尚彰、北博、野村信

　　　　　　村上みか、出村みや子、原田浩司、マーチー , D. N.、羽賀新一、坂本由香）

◇第 37回サマー・カレッジ

　日　　時　2011 年８月 10 日（水）～ 12 日（金）

　場　　所　宮城蔵王ロイヤルホテル

　主　　題　「ボランティア活動」

　講　　師　経済学部教授 阿部重樹先生、大学宗教主任 北博先生

　参加人数　学生 29 名、教職員８名（佐々木宗教部長、永井義之、野村信、北博、原田浩司、

　　　　　　マーチー , D. N.、羽賀新一、及川純一 )
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◇第 57回教職員修養会

　震災により実施せず

◇キリスト者等推薦入学生との懇談会

　日　　時　2011 年７月 12 日（火）泉 参加人数 学生 33 名、教職員８名

　　　　　　2011 年 12 月６日（火）泉 参加人数 学生 35 名、教職員７名

◇礼拝奉仕者懇談会（事務職員）　

　土　樋キャンパス（昼・夜）  　2011 年６月２日（木）14 時 00 分～ 14 時 20 分

　　　　　　　　　　　　　　　参加人数  星宮望学長、柴田副学長、他 19 名

　多賀城キャンパス　　　　　　2011 年６月２日（木）11 時 00 分～ 11 時 20 分

　                              　　　　　　参加人数  星宮望学長、工学部長、他 18 名

　泉　　キャンパス　　　　　　2011 年６月３日（金）11 時 00 分～ 11 時 20 分

                                　　　　　　参加人数  星宮望学長、宗教部長、他 12 名

◇礼拝オルガニスト懇談会

　日　　時　2012 年２月 13 日（月）11 時 00 分～ 13 時 00 分

　場　　所　８号館第一会議室

　参加人数　33 名（礼拝オルガニスト他）

◇礼拝司会者（牧師・宣教師）懇談会

　日　　時　2012 年２月 13 日（月）18 時 00 分～ 20 時 00 分

　場　　所　仙台国際ホテル

　参加人数　36 名 ( 牧師・宣教師他 )

◇宗教部会

　開 催 日　2011 年４月 18 日（月）、５月 19 日（木）、６月 23 日（木）、　　　　　　　

　　　　　　　　　　７月 21 日（木）、９月 29 日（木）、10 月 13 日 ( 木 ) 、

　　　　　　　　　　12 月１日（木） 、

　　　　　　2012 年１月 12 日（木）、２月 13 日（月）、計９回

◇大学宗教主任会

　開 催 日　2011 年４月 18 日（月）、５月 19 日（木）、６月 23 日（木）、

　　　　　　　　　  ７月 14 日（木）、９月 29 日（木）、10 月 13 日（木）、

　　　　　　　　 　12 月１日（木） 、

　　　　　　2012 年１月 12 日（木）、２月 13 日（月）、計９回
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◇事務打合会

　日　　時　2011 年 11 月 22 日（火）15 時 00 分～ 17 時 00 分

　議　　題　「2011 年度補正予算及び 2012 年度予算案について」

　場　　所　泉キャンパス礼拝堂会議室

　参 加 者　宗教部長、大学宗教主任、各キャンパス事務担当者

◇宗教部自己点検評価委員会

　日　　時　2011 年 10 月 13 日（木）16 時 00 分～ 16 時 20 分

　議　　題　「2011 年度（前期）宗教活動報告について」

　　　　　　「2011 年度（後期）宗教活動予定について」

　参 加 者　委員長：宗教部長、委員：大学宗教主任

　日　　時　2012 年２月 23 日（木）14 時 30 分～

　議　　題　「2011 年度東北学院大学宗教活動報告について」

　　　　　　「2012 年度東北学院大学宗教活動予定について」

　参 加 者　委員長：宗教部長、委員：大学宗教主任

◇第 34回青山学院大学・東北学院大学合同チャプレン会議

　震災により実施せず

  　

◇宗教部研修会

　日　　時　2011 年７月 21 日（木）15 時 50 分～ 19 時 30 分

　場　　所　仙台国際ホテル

　発　　題　Ⅰ「宗教部の会議のあり方とｷｬﾝﾊﾟｽ・ﾐﾆｽﾄﾘｰについてのいくつかの提言」

　　　　　　Ⅱ「建学の精神と祈り」

　発 題 者　発題Ⅰ 北博大学宗教主任 　発題Ⅱ　永井義之大学宗教主任

　参加人数  11 名

◇第 16回キリスト者教員研修会

　日　　時　2012 年２月 21 日（火）

　場　　所　仙台国際ホテル

　主　　題　「東北学院建学の精神を今に活かす」

　発 題 者　平河内健治理事長

　参加人数　教育職員 16 名、事務職員 1 名
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◇宗教委員会

　日　　時　2012 年３月５日（月）13：00 ～

　場　　所　土樋キャンパス　８号館　第１会議室

◇学長招待卒業生懇談会

　日　　時　2012 年３月９日（金）12：00 ～ 13：00

　場　　所　土樋キャンパス　８号館　第１会議室

　出 席 者　星宮望学長、佐々木哲夫宗教部長、宗教事務課職員

　　　　　　卒業生参加予定者　15 名

◇聖書研究会

　土樋キャンパス　北博大学宗教主任　　　　　　 「聖書を現代」

               　　　　   出村みや子大学宗教主任　　　 「ラテン語で聖書を読む」

　　　　　　　　　村上みか大学宗教主任　　　　 「ドイツ語聖書を読む」

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　 「ルカによる福音書を読む」

　　　　　　　　　原口尚彰総合人文学科長　　　 休会（礼拝堂使用不可の為）

　　　　　　　　　佐々木勝彦大学宗教主任　　　 「詩編を読む」

　　　　　　　　　マーチー , D. N. 総合人文学科　「英語で聖書を読む」

　泉キャンパス　　佐々木哲夫宗教部長       　　　 「旧約聖書から学ぶ」

　　　　　　　　　永井義之大学宗教主任　　　 　「使徒言行録を読む」

　　　　　　　　　野村信大学宗教主任　　　　　 「詩編を読む」

　　　　　　　　　原田浩司大学宗教主任　　　　 「キリスト教信仰の基本」

　多賀城キャンパス　長島慎二キリスト者教員　　　 「聖書を読む」

◇宗教部聖歌隊

　『宗教音楽の夕べ』（７月 18 日）合唱、音楽礼拝、各クリスマス礼拝、各演奏会等への奉

　仕活動

　

◇『チャペル・ニュース』

　116 号「新入生歓迎号」、117・118 合併号「ｻﾏｰ ･ ｶﾚｯｼﾞ・秋季特別伝道礼拝特集号」、

　119 号「クリスマス 特集号」

◇『2011 キリスト教活動のハンドブック』

　2011 年４月１日発行

◇『礼拝説教集』

　第 16 号（2012 年３月末日発行）
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◇『宗教活動報告書』

　第 12 号（2011 年７月 31 日発行）

◇その他

　礼拝堂管理、図書資料受入、調査回答

◇キリスト教学校教育同盟関係

　第 81 回教員夏期研究集会

　　震災により実施せず

　

　第 55 回事務職員夏期学校

　　震災により実施せず

　第 55 回全国大学部会研究集会

　　震災により実施せず

　2011 年度キリスト教学校教育同盟

　東北・北海道地区教育研究集会大学部会

　日　時　2011 年８月 29 日（月）～ 30 日（火）

　場　所　仙台国際ホテル

　主　題　「イエスの生き方に倣うキリスト教学校 －これからの同盟の 100 年に向けて－」

　講　師　平河内健治 先生（東北学院理事長）　

　講　演　「東北学院とキリスト教  －一日本人キリスト者として生きる－」

　講　師　大西晴樹先生（明治学院大学学長）

　講　演　「教育同盟百年  －未来への可能性－」

　出席者　平河内健治理事長、星宮望学院長、斎藤誠学務担当副学長、原田善教経済学部長、

　　　　　伊達秀文工学部長、佐々木哲夫宗教部長、野村信大学宗教主任、出村みや子大学

　　　　　宗教主任、原田浩司大学宗教主任、松村尚彦経営学部准教授、日野哲総務部長

◇卒業記念礼拝

　日　時　2012 年３月 26 日（月）

　説教者　佐々木哲夫 宗教部長

　説教題　「地の塩、世の光」
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